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2013・6　広報いわで　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

岩出市立中学校・防災訓練の様子

岩出市立中学校では、毎年夏休みに防災訓練を実施しています。

災
害
に
備
え
る

　

梅
雨
期
は
、
大
雨
や
洪
水
に
よ
る
災
害
の
発

生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

　

土
砂
災
害
や
河
川
増
水
、
氾
ら
ん
に
厳
重
に

警
戒
し
て
く
だ
さ
い
。　
　

　　

大
雨
︑
洪
水
時
の
注
意
点

・
最
新
の
気
象
情
報
を
十
分
注
意
す
る

　

気
象
情
報
等
を
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
電

子
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
「
防
災
わ
か
や
ま

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」
も
無
料
で
登
録
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法
は
、
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
河
川
に
近
づ
か
な
い

・
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に
自
主
避
難
す
る

　

土
砂
災
害
の
注
意
点

　

土
砂
災
害
と
は
、
大
雨
や
地
震
な
ど
が
原
因

で
、山
や
が
け
が
崩
れ
た
り
、水
と
混
ざ
り
あ
っ

た
土
や
石
が
川
か
ら
流
れ
出
て
建
物
や
道
路
な

ど
を
壊
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
こ
ん
な
時
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
山
全
体
が
う
な
っ
て
い
る
よ
う
な
音
が
す
る

・
川
が
濁
っ
た
り
︑
木
が
混
じ
っ
て
い
る

・
雨
が
降
っ
て
い
る
の
に
︑
川
の
水
が
減
っ
て

い
る

・
地
面
が
ひ
び
割
れ
た
り
︑
水
が
湧
き
出
し
て

き
た

・
井
戸
の
水
が
濁
っ
て
い
る

・
が
け
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
て
き
た

・
が
け
に
割
れ
目
が
で
き
た

　

避
難
場
所
や
避
難
方
法
な
ど
を
家
族
と
話
し

合
っ
た
り
、
家
の
ま
わ
り
を
点
検
す
る
な
ど
、

災
害
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
保
存
版　

岩
出
市
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

岩
出
市
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
平
成
23
年
11

月
に
作
成
し
、
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
出
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

岩
出
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

http://w
w

w
.city.iw

ade.lg.jp/

　

災
害
時
の
情
報
収
集
方
法

防
災
行
政
無
線

　
　
　
　

避
難
に
関
す
る
情
報
な
ど
の
情

　
　
　
　

報
を
放
送
し
ま
す
。

　

市
内
67
箇
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
な
い
と
き
は
︙　

防
災
行
政
無
線
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス

　

防
災
行
政
無
線
放
送
の
内
容
を
電
話
回
線
を

利
用
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
‐
77
‐
２
１
４
１

（
電
話
が
集
中
し
た
と
き
、
話
し
中
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

ラ
ジ
オ

　
　
　
　

災
害
時
の
重
要
な
情
報
手
段
で
す
。

　
　
　
　

　

大
雨
︑
洪
水
時
の
注
意
点

　

土
砂
災
害
の
注
意
点

日
頃
か
ら
の
準
備

　
　
　
　

災
害
時
の
重
要
な
情
報
手
段
で
す
。
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大町地区　防災訓練実施！
　4 月 14 日に行われた大町地区防災訓練には、90 名以上の方が参加され

ました。（大町地区自主防災会）

　防災訓練では、炊き出し、簡易トイレの作り方、消火器の使用体験、消

防団による放水、土嚢作り等が行われました。

　榎本さん（自主防災会代表者）は、「いつ起こるかわからない災害に備え、

地区のみなさんの相互協力が大切。誘導面など課題もあり、今後改善に向

けて取り組んでいきたい」と話されてました。　

テ
レ
ビ

　
　
　
　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
デ
ー
タ

　
　
　
　

放
送
が
受
信
で
き
る
テ
レ
ビ
で
は
、

　

防
災
関
連
情
報
が
入
手
で
き
ま
す
。

　

①
テ
レ
ビ
和
歌
山
（
５
ch
）
の
画
面
で
、
リ

　

モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
を
押
す

　

②
「
あ
ん
ぜ
ん
情
報
24
時
」
を
選
択

　
　

※
警
報
発
令
時
な
ど
で
は
、
ｄ
ボ
タ
ン
を

　

押
せ
ば
、
既
に
「
あ
ん
ぜ
ん
情
報
24
時
」
の

　

画
面
に
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
　

・
岩
出
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
　
　
　

・
和
歌
山
県
防
災
わ
か
や
ま
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.pref.w

akayam
a.lg.jp/bousai

・
和
歌
山
地
方
気
象
台

　

http://w
w

w
.jm

a-net.go.jp/w
akayam

a/

メ
ー
ル

　
　
　
　

・
岩
出
市
安
全
・
安
心
メ
ー
ル

　
　
　
　

配
信
サ
ー
ビ
ス

　

市
内
放
送
の
内
容
や
緊
急
情
報
な
ど
を
メ
ー

ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

登
録
方
法
は
、４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
防
災
わ
か
や
ま
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　

登
録
方
法
は
、
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー
ル

　

避
難
が
必
要
と
な
る
緊
急
情
報
を
一
斉
に
携

帯
電
話
に
配
信
し
ま
す
。（
登
録
は
不
要
で
す

が
、
受
信
で
き
な
い
携
帯
電
話
や
個
別
に
設
定

が
必
要
と
な
る
機
種
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
購
入
さ
れ
た
店
舗
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）

地域ぐるみで防災対策！

　
　
　
　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
デ
ー
タ

　
　
　
　

放
送
が
受
信
で
き
る
テ
レ
ビ
で
は
、

　突然の災害に見舞われたとき、災害規模によっては、道路の寸断や停電な

どが起き、警察や消防などの公的機関が迅速に対応できないことがありま

す。

　そんな時、地域住民による救助・救出が重要になります。また、避難所の

管理・運営や、災害復興に関しても、地域の連携が必要になります。

　自主防災組織とは
　「自分たちのまちは自分たちで守る」という、地域住民の連携に基づき、

地域内で自主的に活動する組織のことです。

　自主防災組織の活動
　活動には、災害の発生に備えて被害の発生や拡大の未然防止のための活動

と、災害が発生した後に地域内で被害の発生や拡大を防止するための活動が

あります。日常の活動が、いざというときの災害時の活動に生かされます。

　岩出市内には、５月末現在、42 の自主防災組織が結成されており、地域で、

防災訓練などを実施されています。

　自主防災組織を作るには　

　自主防災組織の活動は地域に密着したものです。自治会などでお話合いく

ださい。自主防災組織に必要な防災資機材の購入補助もご利用いただけま

す。（購入額の８割・限度額 50 万円）

　詳しくは、お問い合わせください。

○問い合わせ先
　総務課危機管理係　℡ 62 ‐ 2141（内線 133）

▲簡易トイレ作りの様子

▲炊き出しの準備

▲消火体験の様子

▲代表者　榎本さんによる説明
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農地や農業用施設（農道・用水路
等）が災害にあった場合

　③申請後、上位機関が査定した後は申請を取り下

　　げることはできません。

　④工事着手までには日数がかかります。その間、

　　可能な限り、作付けしていただいて結構です

　　が、査定が終わるまで被災状況がわからなくな

　　るほど手を加えないでください。

　⑤工事施工において、工事搬入路を確保する際、

　　他人の敷地を使用しなければならない場合は、

　　必ず関係者の同意を得てください。

○問い合わせ先
　農林経済課工務係

　℡ 62 ‐ ２１４１　（内線２３２～２３４）

１．農林経済課へご連絡ください。
　災害後１週間以内にご連絡ください。

　災害箇所の地番、地目、所有者、連絡先などを伝

えてください。

２．現地案内をお願いします。
　市役所担当者が現地を確認させていただきます。

３．災害事業の対象となるか判断します。
　災害の程度により災害復旧事業に該当しない場合

があります。

　この場合は、個人での復旧となります。

４．事業の申請
　事業の対象となる場合は、農林経済課へ申請して

ください。申請する際に、次の留意事項をご確認く

ださい。

留意事項
　①事業にあたっては、申請者の方にも一部費用を

　　負担していただく必要があります。

　②事業量（復旧の延長など）、復旧工法は市に一

　　任させてもらいます。

防災わかやまメール配信サービス登録方法

①迷惑メール防止機能の解除
登 録 を 行 う 前 に、（bousai.pref.wakayama.
lg.jp）ドメインからのメールを受信できる
ように設定してください。

②空メールの送信
regist@bousai.pref.wakayama.lg.jp
上記アドレスに、そのままメールを送信し
てください。（件名・本文は不要です。）
左のＱＲコードを携帯電話で読み込んで
メールを送信することも可能です。

③返信メールが届きます
登録用ＵＲＬが記載されたメールが返信さ
れます。

④登録
登録用ＵＲＬにインターネット経由でアク
セスし、情報を登録します。

⑤登録完了
登録後に、登録完了通知メールが届けば、
登録は完了です。

※登録内容の変更も、上記と同じ手順になります。
※登録内容の変更時、登録完了メールは届きませんので、ご
　注意ください。

◆空メール送信の場合◆

◆利用上の注意◆
　　登録は、無料です。登録や削除、メールの
　受信にかかる通信料やパケット料は、登録す
　る方の負担になります。

◆登録方法についての問い合わせ先◆
　総務課情報推進室　℡ 62-2141（内線 135 ～ 137）

①迷惑メール防止機能の解除
　登録を行う前に、迷惑メール防止機能をご使用の場合は、

「info@city.iwade.lg.jp」からのメールを受信できるように設
定してください。
　設定変更については、携帯各社等に問い合わせください。
②空メール送信　　iwade@entry.mail-dpt.jp
    　　　　上記アドレスに空メールを送信してください。
　 　　　　（件名、本文の記入は不要です。）

携帯電話の場合は、左のＱＲコードを読み込んで
メールを送信することも可能です。

③仮登録メールが届きます　
　仮登録メールが届かない場合は、①の設定をご確認後、再
度②から操作してください。

◆市のウェブサイトの場合◆
　市のウェブサイト（http://www.city.iwade.lg.jp/）の「メー
ル配信サービス」から、サイトの案内に従って登録してく　
ださい。

岩出市安心・安全メール配信サービス登録方法

○問い合わせ先　和歌山県総務部危機管理局総合防災課
　℡ 073-441-2271　　　　　073-422-7652FAX

　配信された情報は、個人の責任において利用
してください。
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news
iwade

【市民憲章】自然を大切にしきれいなまちをつくりましょう

表　彰

瑞宝双光章

（警察功労／元　和歌山県警部）

危険業務従事者叙勲

青
あ お た

田　實
みのる

瑞宝単光章

（警察功労／元　和歌山県警部）
畑
はたなか

中　舜
しゅんろう

郎

受章 / 受賞おめでとうございます

細
ほそたに

谷　治
は る み

巳

和歌山県知事表彰

山
やました

下　悦
え つ こ

子

《環境衛生》

《私学振興》

《建設業》

漏
水
調
査
に
ご
協
力
を
！

「
根
来
寺 

今
年
も

日　

時　

   

6
月
15
日
（
土
）　　
　
　

  

場　

所　

    

根
来
寺 

光
明
殿 

日　

時

オ
ー
ボ
エ
と
ソ
プ
ラ
ノ
に
よ
る
演
奏

出
演
者　

    

米よ
ね
や
ま山　

龍り
ゅ
う
す
け介

（
オ
ー
ボ
エ
）

　
　
　
　

 　

  

米よ
ね
や
ま山　

茉ま

り

こ
莉
子

                                            （
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）

　
　
　
　

        

岩
出
市
在
住　

場　

所

出
演
者　

　

岩
出
市
観
光
協
会　

　
　

℡
62
‐
７
１
０
１

　

な
お
、
当
日
は
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
等
、
車
で
の
ご

来
場
は
な
る
べ
く
お
控
え
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
ま
ち
づ
く
り
協
議
会　

　
　

℡
62
‐
７
１
０
６

開
催
し
ま
す
！

金
かなおか

岡　智
と も こ

子
（児童福祉功労／元　重症心身障害児施設

「つくし医療・福祉センター」保育士）

瑞宝小綬章

湯
ゆ か わ

川　力
つよし

（教育功労／元　公立高等学校長）

藤
ふじひら

平　良
よしみつ

光

　

岩
出
市
上
下
水
道
局
で
は
、
毎
年
専
門
会
社
に

委
託
し
て
地
区
ご
と
に
道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る

水
道
管
と
宅
内
水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
水
道
管
の

漏
水
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
上
岩
出
地
区
の
漏
水
調
査
を
左
記
日

程
に
よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
期
間　

平
成
25
年
７
月
～
平
成
26
年
２
月
末

○
費
用　

市
の
費
用
で
調
査
し
ま
す
の
で
調
査
会

　
　
　
　

社
が
個
人
に
費
用
を
一
切
請
求
す
る
こ

　
　
　
　

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
員
は
上
下
水
道
局
が
発
行
し
た
漏
水
調
査

員
証
明
書
を
携
帯
し
て
お
り
ま
す
の
で
不
審
に
思

わ
れ
た
場
合
は
証
明
書
の
提
示
を
お
求
め
く
だ
さ

い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
工
務
課

℡
62
‐
２
１
４
１　
（
内
線
２
６
５
）

　
　
　

広
告

耐 震 診 断 を 受 け ま せ ん か？無料で

※設計・改修に対しての補助金制度もあります。

・昭和５６年５月３１日以前に着工された木造住宅限定
  （プレハブ住宅は除く）

・専用住宅、兼用住宅（1/2 以上が住宅）２階建以下、延べ床面積
  ２００㎡以下

瑞宝双光章

（敬称略）

平成 25 年春の叙勲

ほ
た
る
と
灯あ

か

り
の　

コ
ン
サ
ー
ト
」

午
後
7
時
か
ら
約
2
時
間

（
入
場
無
料
）
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からのお知らせ

news iwade

【市民憲章】人を愛し助けあう笑顔のまちをつくりましょう【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう

平成２５年度市政懇談会スケジュール表

開催日時 開催場所 参加地区名
７月２４日（水）　     １９：００ 山崎地区公民館 中島・金屋・畑毛
７月２６日（金）　     １９：００ 根来地区公民館 今中・川尻
７月２７日（土）　     １０：００ 根来地区公民館 森・堀口・安上
７月２９日（月）　　  １９：００ 岩出市役所 宮・西野・高瀬・備前
７月３１日（水）　　  １９：００ 桜台地区公民館 山田・野上野・桜台
８月２日（金）　　     １９：００ 船山地区公民館 船戸・山崎
８月３日（土）　        １０：００ 紀泉台地区公民館 紀泉台
８月３日（土）            １３：３０ 総合保健福祉センター 金池・西安上・原
８月５日（月）            １９：００ 上岩出コミュニティーセンター 新田広芝・東坂本
８月７日（水）            １９：００ 総合保健福祉センター 赤垣内・波分・曽屋
８月９日（金）            １９：００ 根来地区公民館 根来・尼ヶ辻・押川
８月１９日（月）         １９：００ 岡田集会所 岡田・溝川
８月２１日（水）         １９：００ 山崎地区公民館 中黒・吉田・湯窪
８月２３日（金）         １９：００ 上岩出地区公民館 南大池・西国分
８月２４日（土）         １０：００ 上岩出地区公民館 中迫・荊本
８月２４日（土）         １３：３０ 上岩出地区公民館 水栖・北大池
８月２６日（月）         １９：００ 岩出地区公民館 大町・高塚・清水
８月３０日（金）         １９：００ 総合保健福祉センター 山・境谷・相谷

市
政
懇
談
会
日
程
表

　

市
政
懇
談
会
は
、
今
年
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
市
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
行
政
と
市
民
の
み
な
さ
ん
が
直
接
対
話
す
る
こ
と
で
「
地
域
の
声
」
を
ま

ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

懇
談
会
の
主
な
内
容
は
、
①
主
要
施
策
の
説
明
（
約
１
時
間
）
②
ご
意
見
・
ご
要
望
に
対
す
る

回
答
③
会
場
の
み
な
さ
ん
と
の
懇
談
と
な
っ
て
お
り
、
約
２
時
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

○
問
い
合
わ
せ
先　

市
長
公
室　

市
民
ふ
れ
あ
い
係　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
８
）

※　都合によりやむを得ず日程等を変更する場合がありますが、その際には、事前に開催通
知文を送付させていただいた対象地区の代表者の方にご連絡させていただきます。

　
　

岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地

　
　

岩
出
市
役
所　

農
林
経
済
課

 

締
切　

６
月
14
日
（
金
）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

⑥
公
開
抽
選
会

　

抽
選
日　

６
月
21
日
（
金
）

　

時
間　

西
野
農
園　

午
前
10
時

　
　
　
　

山
農
園　
　

午
前
11
時

　

会
場　

市
役
所
２
階　

第
４
会
議
室

　

抽
選
会
の
日
程
等
は
通
知
し
ま
せ
ん
の
で
、
応

募
さ
れ
た
方
は
、
右
記
の
日
時
に
会
場
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
出
席
さ
れ
な
い
方
は
棄
権
と
み
な

し
ま
す
。

　

当
日
、
応
募
者
本
人
が
来
場
で
き
な
い
場
合

は
、
委
任
状
（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。）
を
ご
持

参
の
上
、
代
理
の
方
が
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

農
園
利
用
申
込
に
使
用
し
ま
す
の
で
抽
選
会
に

は
印
鑑
（
認
印
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

岩
出
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
に
野
菜
や
草
花
等
を

栽
培
し
て
い
た
だ
き
、
土
や
緑
な
ど
の
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
じ
て
農
業
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
市
民
農
園
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
市
民
農
園
の
利
用
者
を
追
加
募
集
を

し
ま
す
の
で
、
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要

領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
要
領

①
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
利
用
さ
れ
て
い
る
方
及
び
そ
の

同
一
世
帯
の
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
同
一
世
帯
に
つ
き
一
通
の
応
募
と
し
ま
す
。

②
場
所
お
よ
び
区
画
数
（
１
区
画
は
、
約
30
㎡
）

　

・
西
野
・
・
・　

２
区
画

　

・
山
・
・
・
・　

２
区
画

③
利
用
期
間

　

７
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
。

（
平
成
28
年
２
月
末
ま
で
年
度
ご
と
に
更
新
で
き
ま
す
。）

④
使
用
料　

１
区
画　

年
額
１
，
０
０
０
円

（
年
度
途
中
の
利
用
開
始
・
停
止
の
場
合
も
同
額
）

⑤
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
電

話
番
号
・
希
望
場
所
を
記
入
の
上
、
農
林
経
済
課
ま

で
郵
送
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
注　

３
月
に
開
催
し
た
平
成
25
年
度
市
民
農
園
抽

選
会
に
お
い
て
他
農
園
の
補
欠
と
な
ら
れ
て
い
る
方

（
同
一
世
帯
員
も
含
む
。）
が
今
回
応
募
さ
れ
た
場

合
、
前
回
の
補
欠
は
取
り
消
し
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

宛
先　

〒
６
４
９
‐
６
２
９
２

市
民
農
園
利
用
者
を
追
加
募
集
し
ま
す

○
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
経
済
課　

農
林
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
３
７
）



7　　広報いわで　2013・6

税    務    課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　税務課　TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　市民税係　　　内線141~144
　　　　　　　　固定資産税係　内線145~147
　　　　　　　　納税係　　　　内線151~153　

【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう

年金から引き落とし
特別徴収（仮徴収） 特別徴収（本徴収）

月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月
税額（円）10,000 10,000 10,000 9,000 9,000 9,000 

算出方法 前年度の２月と同じ額
  本年度の年税額の残り
  1/3ずつ

納付書等で納める 年金から引き落とし
普通徴収 特別徴収（本徴収）

月 ６月 ８月 10月 12月 2月
税額（円） 15,000 15,000 10,000 10,000 10,000 
算出方法 1/4 1/4 1/6 1/6 1/6

　    

 

●市外へ転出したとき
●年金にかかる税額が変更したとき
●年金が支給停止になったときなど

●４月１日現在 65 歳以上の年金受給者で、
前年中の年金所得にかかる市県民税の納税
義務のある方については、年金から市県民
税が引き落とされます。（公的年金からの
特別徴収）
　ただし、次の方については、対象となり
ません。
◆介護保険料が年金から引き落とされて　
　いない方
　
◆引き落とされる市県民税額が老齢基礎年
　金等の額を超える方など

普通徴収（ご自身で納付書や口座振替

で納付）に変更になります。

【納付の方法】

● 6 月と 8 月は、年税額の 1/4 ずつを納付書等で納めていただきます。

● 4 月・6 月・8 月は、前年度の 2 月（表の○印）の税額と同額を引き
   落とします。

計
60,000円

10 月・12 月・2 月は、年税額の 1/6 ずつを引き落とします。

○年金所得と給与所得がある場合
　給与分は給与から、年金分は年金から、それぞれ引き落とされます。

◆本年度以降の納め方（引き続き年金から引き落とされている方）

計
57,000円

10 月・12 月・2 月は、年税額から 4 月・6 月・8 月の税額を差し

引い た残りの税額を引き落とします。

◆前年度の納め方（初めて年金から引き落とされる方）

○年金所得のみの場合

引き落としが中止になる場合

（例）市県民税の年税額が 、前年度６０，０００円で、本年度が　
　  ５７，０００円の場合

（納付方法によって、納めていただく年税

  額が変わることはありません。）

※平成 25 年度の税額については、6 月 13 日発送予定の「平成 25
　年度市民税・県民税税額決定・納税通知書」にてお知らせします。

年金から市県民税（住民税）が、引き落とされます

　平成 25 年度市県民税第１期分     

　と全期前納分の納期限は、

　　　７月 1 日（月）です。

　期日に遅れないようにお納めく

　ださい。

市県民税納期
　家屋に対する固定資産税
は、毎年１月１日現在の状
況 に 基 づ い て 課 税 さ れ ま
す。　
　年の途中で取り壊し等さ
れた家屋につきましては、
翌年度の課税内容に影響が
ありますので、必ず手続を
お願いします。

②登記がない場合①登記がある場合

法務局へ『滅失登記』
※滅失登記が遅れる場合は
市役所へ『家屋滅失届』

市役所へ

　　『家屋滅失届』

家屋を取り壊したら・・・

家屋を滅失（取り壊し等）されたときは・・・

上のいずれかの手続が必要です。
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児
童
手
当
現
況
届
（
更
新
の
手
続
き
）
の
提

出
は
お
早
め
に
！

〇
病
後
児
保
育
室
「
き
ら
ら
」
と
は

病
気
や
ケ
ガ
の
回
復
期
に
あ
た
り
、
家
庭
や

集
団
生
活
で
の
保
育
が
困
難
な
お
子
さ
ま
を

一
時
的
に
お
預
か
り
す
る
事
業
で
す
。

〇
対
象
（
左
の
い
ず
れ
に
も
あ
て
は
ま
る
方

が
、
対
象
で
す
）

①
岩
出
市
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

②
満
１
歳
～
就
学
前
の
児
童
（
た
だ
し
、
特

に
必
要
な
場
合
は
、
小
学
校
３
年
生
ま
で
）

③
病
気
の
回
復
期
に
あ
り
、
医
師
に
よ
り
許

可
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

④
保
護
者
の
就
労
・
疾
病
・
冠
婚
葬
祭
等
社

会
的
な
理
由
に
よ
り
、
家
庭
で
の
保
育
が
困

難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
。

〇
対
象
と
な
る
病
気
と
回
復
期
の
範
囲

①
風
邪
、
感
染
性
胃
腸
炎
等
、
子
ど
も
が
日

常
的
に
か
か
る
病
気
で
、
急
性
期
を
経
過
し

た
が
、
ま
だ
安
静
が
必
要
な
と
き

②
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
は
し
か
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
の
伝
染
性
疾
患
で
、
急
性
期
を
経

過
し
た
が
、
ま
だ
感
染
力
を
有
し
て
お
り
、

集
団
で
の
保
育
に
は
無
理
が
あ
る
と
き

③
瑞
息
等
の
慢
性
疾
患
で
、
急
性
期
の
症
状

は
な
く
状
態
は
安
定
し
て
い
る
が
、
ま
だ
集

団
生
活
に
不
安
が
あ
り
、
安
静
が
必
要
な
と
き

④
熱
傷
等
の
外
傷
性
疾
患
で
、
症
状
は
固
定

し
て
い
る
が
、
ま
だ
集
団
で
の
保
育
に
は
無

理
が
あ
る
と
き

病
気
の
回
復
期
の
お
子
さ
ま
を
お
預
か
り
し
ま
す

　

子
ど
も
の
養
育
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
6
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
6
月
4
日
か
ら
６
月
14
日
ま
で
の

間
に
、児
童
手
当
現
況
届
を
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵

送
可
）

　

現
況
届
手
続
き
の
通
知
は
6
月
初
旬
に
福
祉
課
か
ら
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
平
成
25
年
1
月
2
日
以
降
に
岩
出
市
に
転
入
さ
れ
た
場
合
、
平
成

25
年
度
所
得
課
税
証
明
書
（
平
成
25
年
1
月
1
日
の
住
所
地
で
取
得
）
の
添

付
が
必
要
で
す
。

〇
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
児
童
福
祉
係　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
２
５
）

・
費
用　

利
用
料　

２
，
０
０
０
円
／
日

　
　
　
　

給
食
費　

昼
食
３
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

お
や
つ
１
０
０
円

〇
登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

病
後
児
保
育
室
「
き
ら
ら
」

℡
69
‐
１
０
０
１       （
内
線
２
０
１
）

　

69
‐
１
０
０
２

施設の名称 病後児保育室「きらら」

実施主体 社会福祉法人和歌山つくし会

実施場所 岩出市中迫 667-1 和歌山乳児院 2 階

ＴＥＬ 69-1001　（内線 201）

ＦＡＸ 69-1002

お預かりできる日と時間
月曜日～金曜日　8:30 ～ 18:00

（土曜日・日曜日・祝日・12/29 ～ 1/3 はお休みです）

定員 3 名

FAX

▲現況届見本（緑色）

（
岩
出
市
病
後
児
保
育
事
業
補
助
金
交
付
対
象
事
業
）

～
病
後
児
保
育
室
「
き
ら
ら
」
の
ご
案
内
～

福    祉    課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　福祉課　　　    TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　児童福祉係　    内線324・325
                                  人権啓発係　　内線321
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ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
滞
納

納
期
（
固
定
資
産
税
）

○受付 9:45 ～　会場：岩出市総合保健福祉センター〈あいあいセンター〉
日時 テーマ 講師

１

日

目

6 月 29 日（土）

（視聴覚室）

① 10:00 ～ 12:00 事業概要（保育サービス提供のために①） そらまめサポート
② 12:50 ～ 14:50 安全に預かるために（事故予防等） そらまめサポート

③ 15:00 ～ 17:00 家庭での預かり保育（こどもの暮らしとケア）
城皆子

（Com デザイン理事・元公立保育園長）

２

日

目

7 月 5 日（金）

（3 階会議室 A）

④ 10:00～12:00 小児看護の基礎知識①（こどもの看護）
内海みよ子

（和歌山県立医科大学保健看護学部教授）

⑤ 12:50 ～ 14:50
こどもの栄養と食生活①

～具合の悪いときの食事と水分補給～
松崎博子

（信愛女子短期大学非常勤講師・栄養士）

⑥ 14:55 ～ 15:25
こどもの栄養と食生活②

～活動中の食事の取り扱い（ベビーフード等）
そらまめサポート

⑦ 15:30 ～ 17:00
社会でこどもを育てるために（保育の心）

～親支援を広げる～
松本千賀子

（そらまめサポート代表・臨床発達心理士）

３

日

目

7 月 10 日（水）

（2 階研究室 B）

⑧ 10:00 ～ 12:00 こどもと遊び
城皆子

（Com デザイン理事・元公立保育園長）

⑨ 12:50 ～ 14:50 親とこどもの発達と関係性支援①
米澤好史

（和歌山大学教育学部教授・臨床発達心理士 SV）

⑩ 15:00 ～ 17:00 親とこどもの発達と関係性支援②
米澤好史

（和歌山大学教育学部教授・臨床発達心理士 SV）

４

日

目

7 月 11 日（木）

（3 階会議室 A）

⑪ 10:00 ～ 12:00 こどもの身体の発達と病気
山家宏宣

（公立那賀病院小児科・科長）

⑫ 12:50 ～ 13:50 小児看護の基礎知識②（病児預かりでの対応） そらまめサポート

⑬ 13:55 ～ 15:25 小児看護の基礎知識③（病気の症状と観察）
山入高志

（やまいりこどもクリニック院長）

⑭ 15:30 ～ 17:00
サポートを実施するために（保育サービスの提供のために②）

～研修を振り返り・体験談・修了受け渡し～
そらまめサポート

 いわで・きのかわファミリー・サポート・センター
『そらまめサポート』スタッフ養成講座

この講座を受講し、会員登録すると “そらまめサポート ”のスタッフ会員として活動できます。
～あなたの子育て経験を生かしてみませんか？～

○受講対象者：岩出市、紀の川市周辺の一時保育経験者、保育士・看護師・ヘルパー等の有資格者、または子育て経験の

　　　　　　　ある方

○参加費（資料代）：１，０００円（前納、納付方法は申し込み時に連絡）

★申し込み・問い合わせ先★
　いわで・きのかわファミリー・サポート・センター『そらまめサポート』　担当：岩橋
　〒 649-6112　和歌山県紀の川市桃山町調月 347 番地

　℡ 60-4337　　 60-4338

　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ　http://ikf.kii-kodomo.jp

　事業所開所時間 / 月～金    9:00 ～ 17:30

　　　　　　　　　土　　  10:00 ～ 15:00（日・祝休み）

申込締切　6 月 17 日（月）

○定員：30 名　（定員になり次第締め切ります。）

☆担当講師および講座内容の一部が変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。

○講座は４日間の受講を原則としますが、この講座に関心があり、一部受講を希望される方の参加も受け付けます。

≪いわで・きのかわファミリー・サポート・センター事業受託団体≫

NPO 法人　Com 子育て環境デザインルーム / コムデザイン

コムデザインホームページ  http://ikf.kii-kodomo.jp

○申し込み方法：受講には申し込みが必要です。（電話・FAX・メールでの申し込み可）

FAX
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生活環境課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　生活環境課　TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　　　　　　　内線185・186
　　　　　　　　クリーンセンター
　　　　　　　　　　　　　　TEL.62-0814

ごみの分別と資源化にご協力ください
　岩出市では、ごみの減量化・資源化の推進、負担の公平化を図るため、「ごみ有料化」を実施しています。

ごみ有料化の仕組み

　毎年１回、岩出市より各世帯の人数に応じたごみ袋の無料配布があり、

それを使い切っていただいた後は、個々に購入していただきます。

　いずれの配布の場合も、①～③の選択肢の中からどれか１種類を選択し

ていただきます。

　平成 25 年度分の無料配布引換券は、５月末に発送しました。（人数算

定等は、平成 25 年４月１日時点を基準とします。）

　引換券を持って、岩出市指定可燃ごみ袋取扱店で、ごみ袋と引き換えて

ください。

　基準日以降に転入等で新たに世帯を作られた方には、引換券発送の代わ

りに生活環境課窓口でごみ袋を配布します。ただし、すでにある世帯に入

られる方にはごみ袋の配布はありません。

世帯構成 区分 20ℓ袋 30ℓ袋 45ℓ袋

1 人世帯～

　2 人世帯

① 30 枚
② 20 枚
③ 10 枚

３人世帯
① 40 枚
② 30 枚
③ 20 枚

４人世帯～

　６人世帯

① 60 枚
② 40 枚
③ 30 枚

７人世帯

　　　以上

① 80 枚
② 50 枚
③ 10 枚 30 枚

▼無料配布枚数

福  祉  加  算  配  布

▼福祉加算（申請）無料配布枚数（該当者１人当たりの 6 月申請分の配布枚数）

対　象　者 申請に必要な書類 20ℓ袋 30ℓ袋 45ℓ袋

Ａ：身体障害者手帳（１級または２級）の交
　付を受けている方で、おむつを使用してい
　る方

・おむつの領収書（レシート可）

・追加で配布を必要とする方の印鑑

・身体障害者手帳

60 枚 40 枚 30 枚

Ｂ：要介護４または５の認定を受けている方
　で、おむつを使用している方

・おむつの領収書（レシート可）

・追加で配布を必要とする方の印鑑

・要介護認定通知書、又は介護保険証

60 枚 40 枚 30 枚

Ｃ：常時おむつを使用している方
　

・おむつの領収書（レシート可）

・追加で配布を必要とする方の印鑑
60 枚 40 枚 30 枚

　次の該当者には各世帯の人数に応じた

無料配布枚数に加えてごみ袋を無料配布

します。

　引換券は５月末に発送しました。基準

日以降の出生は、生活環境課窓口にてご

み袋を配布しています。

　①～③の選択肢の中からどれか１種類

を選択していただきます。

▼福祉加算配布の無料配布枚数（該当者１人あたりの 1 年間の配布枚数）

対象者 区分 20ℓ袋 30ℓ袋 45ℓ袋

乳幼児

（満 2 歳児未満）

① 30 枚

② 20 枚

③ 10 枚

障害者総合支援法に基づく日常
生活用具給付事業で、おむつの
給付を受けている方

① 60 枚

② 40 枚

③ 30 枚

　また、次の該当者には生活環境課窓口にて本人または家族等により申請をいただいた上でごみ袋を配布しています。

　ただし、申請は年１回です。
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Ｂタイプ（２個で１セット）A タイプ

　　　　　　　　　　　　　　　岩出市指定可燃ごみ袋取扱店一覧　　　　　　平成２５年５月１日現在
取扱店名 住所 取扱店名 住所

赤井商店 畑毛 257-2 馬場光華園 清水 345
有限会社　荒尾成文堂 備前64-3 ファミリーマート　岩出西国分店 西国分 534-3
エバグリーン　岩出中迫店 中迫 118-3 フードショップ　はたむら 船戸 135
株式会社　紀ノ國フーズ 西国分 635-1 プライスカット　岩出北店 今中 119-1
紀泉屋ますだ酒店 紀泉台502 ホームセンターコーナン　岩出店 中島 715
サークルＫ　和歌山バイパス西野店 西野 115-3 松源　岩出店 大町 58-1
サンドラッグ　岩出店 今中 119-1 松源　岩出中黒店 中黒 546
ジップドラッグ岩出大町店 大町 58-1 松下種苗店 高塚 93
ジップドラッグ岩出店 野上野 98-3 マツミ米穀店 根来 811
スーパードラッグイレブン健・美・館岩出中黒店 中黒 546 有限会社　味村商店 中黒 173-1
スーパードラッグキリン　西野店 西野 25 ミレニアシティ　岩出店 中迫 147
有限会社　スーパーネゴロ 根来 2-1 向井商店 高塚 50
セブンイレブン　岩出新田広芝店 新田広芝 372-1 メッサオークワ　岩出西店 中黒 641-1
セブンイレブン　岩出備前店 中迫 169-3 株式会社　義屋 中島901-13
セブンイレブン　岩出根来店 根来 938-1 ローソン岩出西安上店 西安上 84-2
セブンイレブン　岩出吉田店 吉田 248-1 ローソン岩出川尻店 川尻 35-1
ダイシン金物店 高塚 95 ローソン岩出水栖店 水栖 31-1
タケベ薬局 清水 380-6 ローソン岩出清水店 清水 367-5
デイリーヤマザキ岩出バイパス店 中黒 629-3 ローソン岩出根来店 根来 189-1
ドラッグストア アカカベ薬店 根来 3-1 Ｙ・Ｓ・Ｐキワヤ　吉田店 吉田 382-33
ドラッグストア アカカベ薬店　岩出店 西国分 186-1 ワークショップ　大洋 根来 30-1
はーと＆はーと　西安上店 西安上 47-1 岩出市役所 西野 209
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《
生
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２

○
補
助
対
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①
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に
居
住
す
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（
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②
堆
肥
化
し
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方

○
受
付
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間　
　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
随
時
。

　

た
だ
し
、
補
助
予
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に
達
し
た
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、
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時
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○
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ご
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の
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は
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印
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な
お
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の
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込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

品名 購入価格 補助金額 自己負担金
生ごみ処理容器（Ａ）130ℓ

縦 56cm ×横 56cm ×高さ 65cm
4,861 円 3,241 円 1,620 円

生ゴミ処理容器（Ｂ）15ℓ

直径 30.7cm ×高さ 42.5cm
4,168 円 2,779円 1,389 円
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生活環境課からのお知らせ
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　岩出市では、７月の河川愛護月間にあわせて、市民一

人ひとりが環境美化への認識を深め、住みやすく愛着の

もてるふるさとづくりを目的に、「クリーン缶トリー運

動イン岩出」を実施します。

　ポイ捨てされたゴミ、空き缶、空きビン等を回収し、

きれいなまちづくりを進めるため、一人でも多くのご参

加をお願いします。

　なお、開催場所・日時等、詳細につきましては、広報

「クリーン缶トリー運動イン岩出」にご協力を！
いわで７月号にてお知らせいたします。　
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無
料

・
農
業
機
械
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
用
鉄

類
、
自
動
車
金
属
部
品
（
ホ
イ
ー
ル
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

無
料

　　

な
お
、
そ
の
他
の
廃
棄
物
に
つ
き

ま
し
て
は
、
当
日
現
地
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法（
特

定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
）
対
象

品
目　

テ
レ
ビ
（
全
て
の
方
式)

・

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
・
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
・
エ
ア
コ
ン
、
薬
品
・
油
類

等
お
よ
び
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は

回
収
で
き
ま
せ
ん
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
（
内
線
１
８
５
・
１
８
６
）

一
般
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
で
市
で
収
集
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
み
を
有
料
で
回
収
し
ま
す
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浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
の
方
へ

6月
の不燃物と資源ごみの

   回収予定日

回収区域
不燃物

（カン・ビン類）
資源ごみ

県道泉佐野岩出線

より東側の地域
5日・19日

（第１・３水曜日）
毎週金曜日

県道泉佐野岩出線

より西側の地域
12日・26日

（第２・４水曜日）
毎週木曜日

クリーンセンターからのお知らせ
＊
一
般
廃
棄
物
の
搬
入
は
、
岩
出
市
内
の
ご
み
に

限
り
ま
す
。

＊
搬
入
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
が
、
事
業
系
の
廃
棄

物
か
一
般
家
庭
か
ら
の
廃
棄
物
か
の
判
別
が
む
ず

か
し
い
場
合
は
、
住
宅
地
図
に
よ
る
排
出
先
の
確

認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

＊
家
庭
用
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー
缶
等

は
、
ご
み
収
集
車
の
火
災
の
原
因
と
な
り
ま
す
の

で
使
い
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
に
な
る
場

合
は
、
新
風
吹
ト
ン
ネ
ル
を
大
阪
方
面
に
進
行

し
、
出
口
の
信
号
で
右
折
し
、
旧
道
を
右
折
し
て

く
だ
さ
い
。（
交
差
点
に
注
意
）

○
問
い
合
わ
せ
先

・
生
活
環
境
課

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
８
５
・
１
８
６
）

・
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

℡
62
‐
０
８
１
４

　

な
お
、
持
ち
込
ま
れ
た
ご
み
に
つ
い
て
、
不
審

な
場
合
、
ご
み
の
出
処
・
内
容
等
に
つ
い
て
後
日

確
認
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
確
認
の
結
果
、
悪
質
な
場

合
は
警
察
に
通
報
致
し
ま
す
。

●
市
内
で
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
事
業　

　

者
（
排
出
者
）
は
、
自
己
の
責
任
で
廃

　

棄
物
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
（
廃
掃
法
第
３
条
）

●
事
業
者
自
ら
が
搬
入
し
処
理
を
依
頼
す

　

る
事
業
系
一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

　

処
理
手
数
料
が
必
要
で
す
。

【
ご
み
の
搬
入
時
間
は
】

・
月
～
金　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
土
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

　
　
　
　

   （
事
業
系
ご
み
を
除
く
）

○
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
廃
棄
物
を
自
己
搬

入
す
る
場
合

　
「
持
ち
込
み
ご
み
申
請
書
」
へ
の
記
入
と
あ
わ

せ
て
、「
免
許
証
等
の
住
所
確
認
が
で
き
る
証
明

書
」
に
よ
り
住
所
の
確
認
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
（
有
料
処
理
）（
廃
掃
法
お
よ
び
市
条
例
）

●
事
業
者
が
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
廃
棄
物

を
搬
入
処
理
す
る
場
合
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。

（
登
録
申
請
の
受
付
は
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。）

●
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
の
通
行
は
、
職
員

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
ご
注
意

　

資
源
ご
み
分
別
区
分
中
の
「
そ
の
他
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」「
衣
類
」
の
中
に
粗
大

ご
み
が
混
ざ
っ
て
お
り
、「
そ
の
他
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
は
ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
お
も
ち
ゃ
・
衣
装
ケ
ー
ス

等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、「
衣
類
」
に
は
毛
布
、
布
団
、
枕
、

カ
ー
テ
ン
等
の
布
類
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
資
源
ご
み
に
含
ま
れ
な
い
も

の
は
可
燃
性
粗
大
ご
み
と
な
り
ま
す
の

で
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
込
い

た
だ
く
か
、
年
２
回
の
粗
大
ご
み
の
回
収

時
期
に
可
燃
性
粗
大
ご
み
と
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　　　　みんなでつくろう！　ごみのない街・きれいな街・美しいふるさとづくり

　

市
で
は
、
環
境
月
間
の
６
月
１
日
か

ら
14
日
に
か
け
て
地
球
温
暖
化
パ
ネ
ル

の
展
示
を
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー
に
お
い

て
行
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
推
進
の
た
め
に

は
、
行
政
・
事
業
者
は
も
と
よ
り
、
市

民
の
皆
様
の
協
力
が
必
要
で
地
域
社
会

の
全
て
の
構
成
員
が
参
画
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

環
境
月
間
、
環
境
の
日
を
契
機
と
し

て
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
、
エ
ア
コ
ン
の
温

度
設
定
、
テ
レ
ビ
や
電
気
製
品
を
不
要

に
つ
け
な
い
な
ど
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
身
近
な
地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組

み
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
本
と
し
た
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
施
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

「
地
球
温
暖
化

　
　
　
　

パ
ネ
ル
展
示
」

地
球
温
暖
化
対
策
シ
リ
ー
ズ　

61
回
目

　

空
き
地
等
に
雑
草
が
繁
茂
し
ま
す

と
、
住
環
境
や
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
の
で
、空
き
地
の
所
有(

管
理)

者
は
、
周
辺
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
責
任
を
持
っ
て
雑
草
除
去
を
行
っ

て
い
た
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
空
き
地
等
雑
草
除
去
に

つ
い
て
」 

の
お
願
い
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国民健康保険税　納期

7 月 1 日（月）です。

平成 25 年度国民健康保険税第 1 期の納期限は、

期日に遅れないようにお納めください。

便利で確実な口座振替制度をご利用ください。

25 年度

介
護
分

所得割 1.45 ％
資産割 8.00 ％
均等割 8,800 円
平等割 7,000 円
賦課限度額 120,000 円

平成 25 年度　国民健康保険税の税率の改正はありません

※その他軽減措置等で税額が減額される場合が
　あります。

25 年度

医
療
分

所得割 6.30 ％
資産割 40.00 ％
均等割 22,000 円
平等割 24,500 円
賦課限度額 510,000 円

25 年度

後
期
高
齢
者

支
援
金
分

所得割 2.20 ％
資産割 10.00 ％
均等割 6,500 円
平等割 6,500 円
賦課限度額 140,000 円

　

　国民健康保険税は、医療分、後期高齢者支援金分、介護分の次の税率で計算した合計額で課税されます

　（ただし、介護分については、40 歳以上 65 歳未満の方にのみ課税されます。）

国民健康保険税率

所得割 世帯の被保険者の所得に応じて計算
資産割 世帯の被保険者の資産に応じて計算
均等割 世帯の被保険者数に応じて計算
平等割 １世帯につきいくらと計算
賦課限度額 課税の限度額

１　保険証に替えて「資格証明書」を交付します

　国民健康保険は、病気やけがなどに備え、みなさんの健康
を守るための相互扶助の制度です。国保税は、この制度を健
全に運営するためのもので、みなさんに公平に負担をお願い
しています。
　そのため、災害その他特別の事情がないにもかかわらず、
納付されない場合は、次のような措置をとらせていただきま
す。

「資格証明書」の交付を受けると、
①保険証を交付された場合と同様に、国保税は課税されま
す。
②医療費の全額を自費で支払い、後日国保係へ申請をすれば、
保険給付分の払い戻しを受けられます。ただし、払い戻し額

国保税の納め忘れはありませんか

納付が困難な場合は、保険年金課国保・年金係まで納　
税相談にお越しください。（災害等により納付困難な　
ときは、税・延滞金の減免、一部負担金の免除に該当　
する場合があります。）

２　預貯金や給与等を差し押さえます
差し押さえられた預貯金等はお返しすることができま　
せん。

○問い合わせ先　国保・年金係（内線１７６・１８７）

13 日（ 木 ）・27 日（ 木 ）　        
午後８時まで

（後期高齢者医療保険料の相談も
できます。）

6 月 の 夜 間 納 税 相 談 日

の全額または一部を差し止めることがあります。

　

保険年金課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　保険年金課　  TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　国保・年金係　内線192・193
　　　　　　　　保健医療係　  内線167・183
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○個別健診の受診期間は、平成 25 年 11 月 30 日（土）までです。

　おなか周りの内臓に脂肪が蓄積

した内臓脂肪型肥満に加え、高血

糖、高血圧、脂質異常のうち、い

ずれか２つ以上を併せもった状態

をいいます。

○メタボリックシンドロームとは ?

○６月の集団健診（岩出市総合保健福祉センター／あいあいセンター）の受診日
　6 日 ( 木 )、21 日 ( 金 )、28 日 ( 金 )

○特定健診とは？

　糖尿病・高血圧・脂質異常症な

どの生活習慣病の発症と関わりが

あるメタボリックシンドローム

（内臓脂肪症候群）に着目した生

活習慣病予防を目的とする健診で

す。

受診に関しての

      ご注意

・健診は集団か個別のどちらかの受診となります。

・各種がん検診も一緒に受けることができます。同時に受診し、健康チェッ
　クに役立てましょう。

年に一度は健康チェックを！～特定健診を受けましょう～

平成 25 年度の対象者の方には特定健康診査受診券（ 黄色 ）
を送付しています。

　・持参するもの
　　集団健診（あいあいセンター ）の受診申し込みをされた方は、お送りした問診票、受診券と国民健康保険証を持参

　　してください。

　運動不足や食べ過ぎ、喫煙と

いった生活習慣の積み重ねが引き

起こす病気の総称です。

（ 糖 尿 病、 高 血 圧・ 高 尿 酸 血 症

及び脂質異常症などが含まれま

す。）

○受診券を失くされた場合、再発行いたしますので、下記までご連絡ください。

　岩出市では、40 歳から 74 歳までの岩出市国民健康保険加入者の方を対

象に、糖尿病や高血圧などの生活習慣病の発症と関わりがあるメタボリック

シンドローム（ 内臓脂肪症候群 ）に着目した生活習慣病予防を目的とする

特定健診（ 無料 ）を実施しています。

○生活習慣病とは？

直接希望する医療機関に受診券と国民健康保険証を提示して受診してください。

（受診日時は、必ず事前に医療機関と電話等で調整してください。）

健診種別 お問い合わせ先

40 歳から 74 歳の方の特定健診 加入している各医療保険者（市国保の方は保険年金課  ℡ 62-2141  内線 176）

75歳以上の方の健康診査 和歌山県後期高齢者医療広域連合　℡073-428-6688

20・30歳代健診と各種がん検診 市役所保健推進課　℡0736-61-2400

○ 75 歳以上の方は…（個別健診のみ。受診期間：平成 25 年 6 月 1 日～平成 26 年 2 月 28 日まで）
・すでに往復はがきで健診の申し込みをされた方は、和歌山県後期高齢者医療広域連合から送付された受診券、受診票と

　被保険者証をお持ちのうえ、県内の協力医療機関（医療機関一覧表は受診券に同封）で受診してください。まだ健診の
申し込みをされていない方は、電話で随時申し込みができますのでお申込みください。今年 75 歳になられる方（昭和

14 年 1 月 31 日生まれまでの方）は、誕生日の前月に案内はがきが送付されますので、随時お申込みください。（※健

診には自己負担 600 円が必要です。）
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保険年金課からのお知らせ

　【お申し込み・お問い合わせ先】

　国保・年金係（内線 176）

○対象者（以下のすべての条件を満たしている方）
    ア．岩出市に住所を有し、和歌山県後期高齢者医療
　　　に加入している方
　イ．後期高齢者医療保険料を滞納していない方又は
　　　納付誓約を交わし履行中の方
　ウ．検査結果などの個人情報を、市が医療機関から
　　　提供を受けることに同意いただける方

○定員　20 名

○検査費用　35,000 円の検査費用のうち、10,000 円
　　　　　　の自己負担が必要です。

○検査項目　身体測定（腹囲含む）・視力聴力検査・
　　　　　　 血液検査（一般・血清・生化学）・尿便
　　　　　　 検査・血圧・心電図・眼底・肺活量・　
　　　　　 　胸部レントゲン・胃造影検査・腹部超音
　　　　　　 波検査

○医療機関
　・富田病院　　　　岩出市紀泉台 2 番地
　・公立那賀病院　　紀の川市打田 1282 番地
　
○申し込みに必要なもの
　・後期高齢者医療被保険者証
　・印鑑

○申し込み期間　　
　平成 25 年 6 月 3 日（月）から
　（※ 定員になり次第、終了します。）

○申し込み方法
　　市役所保険年金課の窓口に備えている申込書に記
　入のうえ、直接窓口でお申し込みください。
　　電話での申し込みは受付しておりませんので、ご
　了承ください。
※郵送で申し込みすることができます。ご自宅へ申請
　書を送付いたしますので、希望される方は次の問い
　合わせ先までお問い合わせください。

○対象者（以下のすべての条件を満たしている方）
    ア．満 30 歳以上で岩出市に住所を有し、岩出市国
　　　民健康保険に加入している方
　イ．国民健康保険税を滞納していない方又は納付誓
　　　約を交わし履行中の方
　ウ．検査結果などの個人情報を、市が医療機関から
　　　提供を受けることに同意していただける方

○定員　80 名
　
○検査費用　35,000 円の検査費用のうち、10,000 円
　　　　　　の自己負担が必要です。
　
○検査項目　身体測定（腹囲含む）・視力聴力検査・
　　　　　　血液検査（一般・血清・生化学）・尿便検査・
　　　　　　血圧・心電図・眼底・肺活量・胸部レン
　　　　　　トゲン・胃造影検査・腹部超音波検査

○医療機関
　・富田病院　　　　岩出市紀泉台 2 番地
　・公立那賀病院　　紀の川市打田 1282 番地
　
○申し込みに必要なもの
　・国民健康保険被保険者証
　・印鑑
　
○申し込み期間　　
　平成 25 年 6 月 3 日（月）から
　（※ 定員になり次第、終了します。）

○申し込み方法
　　市役所保険年金課の窓口に備えている申込書に記
　入のうえ、直接窓口でお申し込みください。　　　
　　電話での申し込みは受付しておりませんので、ご
　了承ください。

　【お申し込み・お問い合わせ先】

　保健医療係（内線 183）

「日帰り人間ドック」を受けてみませんか
国民健康保険被保険者・後期高齢者医療被保険者の方へ

　　　後期高齢者医療被保険者の場合　　　国民健康保険被保険者の場合
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コーナー
【問い合わせ先】　生涯学習課　  TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　青少年女性係　内線282 青少年健全育成

　ガールスカウトは、「少女と若い女性の可能

性を最大限に伸ばし、責任ある世界市民となれ

るよう」に活動する、社会教育運動です。自ら

考え、行動できる人となれるように、実践的な

活動プログラムを通して、一人ひとりの力を伸

ばしていきます。

　ガールスカウト和歌山県第１７団は、岩出市

を活動拠点として２００２年に誕生し、少女た

ちは、学区を越えた仲間づくりや地元の行事へ

の参加など、まず地に足をつけた地元を中心と

した活動を行っています。そして年齢に応じて

５つのグループに分かれ（テンダーフット部

門、ブラウニー部門、ジュニア部門、シニア部

門、レンジャー部門）、県内、県外、そして世

界へと活動の輪を広げています。

★ガールスカウトは、「やくそくとおきて」を

大切にし、日常生活で実践するよう心がけてい

ます。

子ども　家庭　地域がともに夢をもてるまち
　青少年の健全育成は、岩出市における重点施策の一つです。

　少子化の進行や家庭での子育ての孤立化が社会問題となっている昨今、規範意識を持ちチャレンジ

精神旺盛な子どもに育つには、様々な年齢の人や、異なる年齢の子ども同士の関わりの中での経験が

重要となっています。

　今回は「ボーイスカウト活動」と「ガールスカウト活動」をご紹介します。

ボーイスカウト・ガールスカウトに入会しませんか？
子どもたちが、地域の人たちと交流しながら、自ら考え、社会の一員と
して責任ある行動をとることを学びます。

◆大人のボランティアとして活動を支えてみませんか？
　子どもたちの活動を支えるほか、地域で役割を持ちながら未来を担う子どもたちを支援するため、自分にできるこ

とから始めてみませんか？

　ガールスカウトとはボーイスカウトとは

　社会奉仕活動や、自然の中での体験など、様々

な活動をとおして、色々なことを身につけて、

たくましく育っていくための活動です。

　岩出市に事務局を置くボーイスカウトは、ハ

イキング、キャンプなど野外活動、清掃活動や

募金などの奉仕活動等意欲的に活動していま

す。

　年齢によって、カブ隊、ボーイ隊、ベンチャー

隊、ローバー隊に分かれ、少年から青年期まで

段階的な成長を促進することを特徴としていま

す。

★ボーイスカウトのすべての活動は「ちかいと

おきて」の実践を基盤において行われていま

す。

○問い合わせ先
・ボーイスカウト　　

　　ボーイスカウト那賀第４団委員長　

　　宮
みやもと

本　晴
は る お

生　℡ 62 ‐ ２４２７

・ガールスカウト　　

　　ガールスカウト和歌山県第 17 団委員長　

　　泉
いずみ

　映
え い こ

子　　℡ 61 ‐ ５９３４

◀
夏
ま
つ
り
で
も
活
動
中
！　
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からのお知らせ 長寿介護課 からのお知らせ

【問い合わせ先】　長寿介護課　TEL.62-2141（代）
　　　　　　　　介護保険係　内線198・189
　　　　　　　　長寿社会係　内線327　

　

岩
出
市
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
等

を
公
正
に
運
営
し
て
い
く
た
め
の
話
し
合
い

の
場
と
し
て
、
介
護
保
険
運
営
委
員
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
委
員
会
は
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
長

寿
介
護
課
介
護
保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
内
容
に
よ
っ
て
は
非
公
開
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
事
前
申
込　

必
要
（
電
話
申
込
可
）

○
傍
聴
者
の
定
員　
　

８
名

　

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
に
な
り

ま
す
。

○
日
時　

6
月
中
旬
～
下
旬
（
予
定
）

※
開
催
日
が
決
ま
り
次
第
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ        

　

ト
に
掲
載
し
ま
す
。

　

岩
出
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

http://w
w

w
.city.iw

ade.lg.jp/

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

介
護
保
険
係
（
内
線
１
７
９
）

　平成 25 年度　介護保険料
　　第 1 期分の納期限は、
　7 月 1 日（月）です。
　期限に遅れないようにお納
めください。
　便利で確実な口座振替制度
をご利用ください。

介護保険料
　普通徴収納期

第
1
回
「
介
護
保
険
運
営
委
員
会
」

の
開
催
に
つ
い
て

認
知
症
予
防
教
室
参
加
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

認
知
症
の
人
と
家
族
の
交
流
会

　
　
　
（
ぴ
あ
サ
ロ
ン
）
に

　
　
　
　
　
　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

岩
出
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
65
歳
以

上
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
元
気
な
方
を
対
象
に
、
認
知
症
予
防
メ

ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
た
教
室
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
募
集
定
員　

15
名

　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
に
な
り

　

ま
す
。）

○
内
容　

認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解

　

と
、
認
知
症
予
防
の
た
め
の
脳
ト
レ
ド
リ

　

ル
や
個
人
活
動
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
い

　

ま
す
。

　
　

医
師
に
よ
る
認
知
症
に
つ
い
て
の
講
義

　

も
行
い
ま
す
。

○
日
時

　

7
月
16
日
（
火
）
～
10
月
22
日
（
火
）

　

の
隔
週
火
曜
日
（
全
８
回
）

　

午
後
1
時
30
分
か
ら
3
時
30
分
ま
で

○
場
所

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

３
階　

視
聴
覚
室

○
受
付
期
間

　

6
月
3
日
（
月
）
～
6
月
17
日
（
月
）

　
（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。）

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

介
護
保
険
係　
（
内
線
３
５
３
）

　

岩
出
市
で
は
、
認
知
症
の
方
の
介
護
を

さ
れ
て
い
る
家
族
等
の
介
護
負
担
や
ス
ト

レ
ス
の
軽
減
を
は
か
る
た
め
に
、
認
知
症

の
方
と
家
族
の
相
談
交
流
会
（
ぴ
あ
サ
ロ

ン
）
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
６
月
は
講
師
の
先
生
を
お

招
き
し
、
相
談
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

６
月
27
日
（
木
）　

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

○
場
所

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

３
階　

会
議
室
Ｂ

○
講
師

　

ま
し
ま
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

馬
島　

將
行　

先
生

○
内
容

　

先
生
に
よ
る
認
知
症
に
つ
い
て
の
講
話

　

や
家
族
の
交
流
会

○
対
象
者　

　

認
知
症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家
族
。

　

事
情
に
よ
り
高
齢
者
本
人
の
同
伴
も
可

能
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

介
護
保
険
係　
（
内
線
３
５
３
）

★
平
成
25
年
度
か
ら
の
65
歳
以
上
の
方　

　
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
保
険
料
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からのお知らせ

階
別
の
保
険
料
額
が
定
め
ら
れ
ま
す
。

　

本
人
と
世
帯
員
の
住
民
税
の
課
税
状
況

や
前
年
の
合
計
所
得
金
額
等
に
よ
っ
て
、

個
人
ご
と
の
保
険
料
段
階
が
決
ま
り
ま

す
。

（
図
１
参
照
）　

　

65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は
、
第
５
期

「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
で
推
計
さ
れ
た

岩
出
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用

の
う
ち
、
第
１
号
被
保
険
者
が
負
担
す
る

割
合
に
応
じ
て
基
準
額
が
決
定
さ
れ
、
段

　介護保険制度は、みなさんが納める介護保険料と国・県・市が負担する公費により運営されています。介護保険料は、
介護が必要な方の介護サービス費を賄うために使われています。
　介護が必要になった時に、安心してサービスを受けられるよう、保険料は必ず納めましょう。

★
平
成
25
年
度
か
ら
の
65
歳
以
上
の
方　

　
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
保
険
料

介護保険制度はみなさんが納める保険料で支えられています

○
普
通
徴
収

　

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
、
年
金

受
給
額
が
年
間
18
万
円
未
満
の
方
、
老
齢

福
祉
年
金
・
恩
給
等
の
受
給
者
、
65
歳
に

な
ら
れ
た
ば
か
り
の
方
・
他
市
町
村
か
ら

転
入
さ
れ
た
方
、
年
金
担
保
・
年
金
差
し

止
め
等
で
年
金
が
停
止
し
、
介
護
保
険
料

の
差
し
引
き
が
で
き
な
く
な
っ
た
方
な
ど

が
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

　

普
通
徴
収
は
、
市
か
ら
送
付
す
る
納
付

書
に
よ
り
期
日
（
月
末
、
月
末
が
休
日
の

と
き
は
翌
金
融
機
関
営
業
日
）
ま
で
に
保

険
料
を
納
付
し
ま
す
。

　

普
通
徴
収
の
方
は
、
口
座
振
替
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
役
所
や
市
指
定
の
金
融
機
関
等
に
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
40
歳
以
上
65
歳
未
満
（
第
２
号
被
保
険

　

者
）
の
保
険
料
の
納
め
方

　

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
保
険
料
と

あ
わ
せ
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
保
険

料
は
健
康
保
険
に
よ
っ
て
算
出
方
法
が
違

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
加
入
さ
れ
て
い
る

健
康
保
険
組
合
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
…

　

介
護
保
険
料
の
納
付
は
介
護
保
険
法
の

中
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
災
害
な
ど
の

特
別
な
事
情
が
な
く
滞
納
を
続
け
る
と
、

滞
納
期
間
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な
措
置
が

取
ら
れ
ま
す
。（
図
２
参
照
）

図１　所得段階別介護保険料（第1号被保険者）

段階 対象になる方
保険料基準額
に対する割合

保険料年額

第1段階
・老齢福祉年金の受給者で本人および世帯全員
が住民税非課税の方
・生活保護の受給者の方

基準額×０．５ ３４，７００円

第2段階
・本人および世帯全員が住民税非課税で、前年の
合計所得金額と課税年金収入額の合計が８０万
円以下の方

基準額×０．５ ３４，７００円

第3段階
・本人および世帯全員が住民税非課税で、第２段
階以外の方

基準額×０．７５ ５２，１００円

第4段階

軽減あり
・世帯の誰か
に住民税が
課税されて
いるが、本人
は住民税非
課税の方

前年の合計所得金額と
課税年金収入額の合計
が８０万円以下の方

基準額×０．９ ６２，５００円

軽減なし 上記以外の方 基準額 ６９，４００円

第5段階
・本人が住民税課税で前年の合計所得金額が
１９０万円未満の方

基準額×１．２５ ８６，８００円

第6段階
・本人が住民税課税で前年の合計所得金額が
１９０万円以上４００万円未満の方

基準額×１．５ １０４，１００円

第7段階
・本人が住民税課税で前年の合計所得金額が
４００万円以上の方

基準額×１．７５ １２１，５００円

図２　介護保険料を滞納すると
滞納期間 措置内容

１年以上
介護サービスの利用料がいったん全額自費負担となりま
す。申請により、後で保険給付分の９割が払い戻されます。

１年６ヶ月

以上

介護サービスの利用料がいったん全額自費負担となりま
す。保険給付分の支払いが一部または全部差し止めになり、
滞納した保険料に充てられ、差し引いた額が払い戻されま
す。

２年以上

保険料を納めなかった期間に応じて、自費負担が１割から
３割に引き上げられます。利用者負担額が高額になった時
に介護保険から払い戻される高額介護サービス費の払い戻
しが受けられなくなります。

★
65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）

　

の
保
険
料
の
納
め
方

○
特
別
徴
収

　

老
齢
・
退
職
（
基
礎
）
年
金
、
遺
族
年

金
、
障
害
年
金
を
年
間
18
万
円
以
上
（
月

額
１
５
，０
０
０
円
以
上
）
受
給
し
て
い

る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

年
金
支
給
月
ご
と
に
（
年
６
回
）
介
護

保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま

す
。

　

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特

別
徴
収
）
に
な
り
ま
す
が
、
受
給
し
て
い

る
年
金
の
額
や
種
類
に
よ
っ
て
、
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
（
普
通
徴

収
）
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

納
め
方
を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
通
知
書
の
納
付
方
法
に
従
っ
て

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
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Ｗ
Ｈ
Ｏ
情
報
に
よ
る
と
、
現
在
、
中

国
に
お
い
て
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ

７
Ｎ
９
）
の
死
亡
例
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
時
点
で
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の

感
染
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
の
情
報
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
渡
航
時
の
注
意

・
不
用
意
に
動
物
に
近
寄
ら
な
い
。

・
積
極
的
に
手
洗
い
を
行
う
。

・
発
熱
や
咳
な
ど
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様

の
症
状
が
出
た
場
合
は
、
マ
ス
ク
を
着

用
し
、
現
地
の
医
療
機
関
を
受
診
す

る
。

○
帰
国
時
の
注
意

・
発
熱
や
咳
な
ど
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様

の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
検
疫
所
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

・
帰
国
後
10
日
以
内
に
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
様
の
症
状
が
出
た
時
は
、
最
寄
り

の
医
療
機
関
を
受
診
し
、そ
の
際
に「
中

国
に
滞
在
」
し
て
い
た
こ
と
を
必
ず
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

○
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
症
に
関
す

る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
は
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
に
感
染
す
る

か
？Ａ　

現
時
点
で
は
、
感
染
が
確
定

し
た
患
者
間
や
患
者
と
の
接
触
者
の
中

で
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
に
感
染
し
た
と
い

う
形
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
全
て

の
考
え
ら
れ
得
る
感
染
源
に
つ
い
て
調
査
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
２　
人
々
は
ど
の
よ
う
に
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
の
で

し
ょ
う
か
？

Ａ　
確
定
例
の
中
に
は
、
動
物
や
動
物

の
い
る
環
境
と
の
接
触
が
あ
っ
た
者
が
い
ま

す
。
ウ
イ
ル
ス
が
上
海
の
市
場
の
ハ
ト
か
ら

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ヒ
ト
が
ど
の
よ
う
に

感
染
し
た
か
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
３　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
ヒ
ト
感
染
の
主
な
症
状
は
何
で
す

か
？Ａ　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
の
感
染

症
を
有
す
る
患
者
は
、
重
症
肺
炎
を
患
っ
て

い
ま
す
。
症
状
に
は
、
発
熱
、
咳
、
息
切
れ

が
含
ま
れ
ま
す
。

Ｑ
４　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
を
予
防
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
？

Ａ　
感
染
全
般
を
防
ぐ
た
め
に
基
本
的

な
衛
生
習
慣
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

○
手
洗
い
（
以
下
の
よ
う
な
時
に
は
特
に
入

念
に
し
ま
し
ょ
う
！
）

・
食
品
を
扱
う
前
後
と
そ
の
間
、
食
事
の
前

や
ト
イ
レ
の
後
。

・
動
物
の
世
話
を
し
た
り
、
動
物
の
排
泄
物

を
処
理
し
た
後
。

・
手
が
汚
れ
て
い
る
時
。

感
染
症
予
防
（
特
に
中
国
へ
渡
航
さ
れ
る
方
へ
）
の
お
知
ら
せ

・
家
人
が
病
気
に
な
り
お
世
話
を
す
る

時
。

・
手
が
汚
れ
て
い
る
時
。

　

石
鹸
と
流
水
で
手
を
洗
い
、
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
も
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

・
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
時
は
、
口
と
鼻

を
ハ
ン
カ
チ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
覆
い
ま

し
ょ
う
。

・
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ

う
。

○
食
品
安
全
対
策

・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
よ
く
調
理
さ
れ

た
食
品
か
ら
は
伝
染
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
通
常
の
加
熱
調
理
温
度
で
（
食
品
の
全

て
の
部
分
で
70
℃
に
達
す
る
、
ぐ
つ
ぐ
つ

煮
る
、
ピ
ン
ク
色
の
部
位
が
な
い
）
不
活

化
す
る
の
で
、
適
切
に
準
備
さ
れ
、
調
理

さ
れ
た
肉
を
食
す
る
こ
と
は
安
全
で
す
。

【問い合わせ先】　岩出市総合保健福祉センター
　　　　　　　　保健推進課　　TEL.61-2400
　　　　　　　　電話のかけ間違いにご注意
　　　　　　　　ください　

保健推進課 からのお知らせ

岩
出
市
母
子
保
健
推
進
員
の

マ
タ
ニ
テ
ィ
・
サ
ロ
ン　

あ
い
愛

　

午
後
の
ひ
と
と
き
、
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
友
達
を
作
り
ま
せ
ん

か
？

　

上
の
子
ど
も
様
も
い
っ
し
ょ
に
ご
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
て
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ね
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
の
情
報
に
よ
る
と
、
現
在

ま
で
に
32
名
の
死
亡
例
と
１
３
１
例
の
確

定
患
者
が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

５
月
８
日
現
在

Ｑ
２　

Ｑ
３　

Ｑ
１　

Ｑ
４　

Ａ　Ａ　

Ａ　

Ａ　

★
日
時　

1
回
目
6
月
10
日
（
月
）　
　

　

  　
　

 

2
回
目
10
月
7
日
（
月
）　
　

　
　
　
　

3
回
目
2
月
10
日    （
月
）

★
時
間　

い
ず
れ
も

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

★
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

2
階
和
室
28
帖

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。
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月 日 曜 歯科医院名 住所（診療所） ＴＥＬ

６
月

2 日 神野歯科医院 紀の川市粉河1724 73-2309

9 日 清瀧歯科医院 紀の川市花野117 77-6161

16 日 中西歯科医院 紀の川市貴志川町長山277-176 64-7234

23 日 たかぎ歯科医院 岩出市水栖11-10 63-0416

30 日 山本歯科 紀の川市粉河417 73-6369

休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認のうえご来
　院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありま
　すので、電話が通じないときは消防署
　（℡ 61-1791）にお問い合わせください。

保健事業予定表 平成25年6月分 平成25年7月分 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

４か月児 24日（月） 平成25年 2月生まれ 22日（月） 平成25年 3月生まれ 13：00～13：15

岩　

出　

市　

総　

合　

保　

健　

福　

祉　

セ　

ン　

タ　

ー

25日（火） 23日（火）

７か月児 18日（火） 平成24年11月生まれ 16日（火） 平成24年12月生まれ 13：00～13：1519日（水） 17日（水）

１歳8か月児 11日（火） 平成23年10月生まれ 9日（火） 平成23年11月生まれ 13：00～13：1512日（水） 10日（水）

３歳６か月児   7日（金） 平成21年11月生まれ 12日（金） 平成21年12月生まれ 13：00～13：3014日（金） 19日（金）

乳
幼
児

健
康
相
談

１０か月児 11日（火） 平成24年 7月生まれ 9日（火） 平成24年 8月生まれ 9：00～9：3012日（水） 10日（水）

２歳６か月児   7日（金）  平成22年11月生まれ 12日（金） 平成22年12月生まれ 9：00～9：3014日（金） 19日（金）

　パパママ教室　
（妊婦教室）

26日（水）

・ママの体操
・赤ちゃん体操（産婦・生後
  １か月～４か月までの赤
  ちゃんが対象です。）

24日（水）
・歯の健康について
・妊娠中の食事について

  9:45～10:00

  　(予約制）

栄
養
教
室

離乳食 17日（月） 離乳食について   8日（月） 離乳食について   9:45～10:00      
  　(予約制）

健
康
相
談

一般健康相談
毎週月曜日

（平日のみ）
健康や育児等について
の相談

毎週月曜日

（平日のみ）
健康や育児等についての
相談

9:30～11:00

成
人
検
診

特定健診
　　     ＋　　　
がんセット検診

（胃・肺・大腸・乳）

 6日（木）

 21日（金）

28日（金）

事前に申し込みされた方

4日（木）

5日（金）

11日（木）

24日（水）

事前に申し込みされた方 8：30～10：00

乳がん検診 28日（金） 事前に申し込みされた方

 
4日（木）

11日（木）
24日（水）

事前に申し込みされた方 13:30～14:30

  8日（土）  オークワミレニアシティ
 岩出店 

13日（土）  オークワミレニアシティ
 岩出店

21日（金）  エバグリーン岩出中迫店 23日（火）

 10時～12時30分

 岩出警察署

 14時～16時30分
 松源岩出中黒店

 

10：00～12：00                       
13：00～16：30

・一般献血 （16～
  69歳）
・65歳以上の方は 、
  60～64歳のとき
  に１回でも経験
  のある方

日程・場所はテレビか
らでも確認できます。
○確認方法
テレビ和歌山→
リモコンのdボタンを押
す→「けんけつ＋ちゃん
ねる」→「献血場所を探す」

献　血

保 健 事 業 予 定 表 （ 平 成 25 年 6 月・7 月 ）
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保健推進課からのお知らせ

６
月
４
日
～
10
日
は
歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す
！

○
歯
と
口
の
健
康
を
保
つ
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
を
3
つ
紹
介
し
ま
す
︒

①
定
期
的
な
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

＊
今
年
度
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・

70
歳
に
な
る
方
を
対
象
に
歯
周
疾

患
検
診
の
案
内
を
ハ
ガ
キ
で
送
っ

て
い
ま
す
。

②
定
期
的
に
歯
垢
除
去
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

歯
垢
（
歯
の
汚
れ
）
を
歯
石
に

さ
せ
な
い
よ
う
に
正
し
い
歯
磨
き

を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
つ
い
て
し
ま
っ
た
歯
石
は
歯

科
医
院
で
専
用
の
器
具
を
使
っ
て

取
り
除
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

③
歯
間
ブ
ラ
シ
や
糸
よ
う
じ
な
ど

の
歯
間
清
掃
用
具
を
使
用
し
ま

し
ょ
う

　

通
常
の
歯
磨
き
だ
け
で
は
、
歯

と
歯
の
間
の
汚
れ
に
届
か
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
歯
周
病
予
防
の

○
８
０
２
０
運
動
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
の

歯
を
残
そ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

　

私
達
は
元
々
28
本
の
歯
（
親
知

ら
ず
を
除
い
て
）
を
持
っ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
歳
と
と
も
に
む

し
歯
や
歯
周
病
が
原
因
で
歯
の
数

が
減
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
歯
周

病
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、

放
置
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

で
、
成
人
の
約
80
％
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
歯
周
病
が
全
身
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
口
の
中

の
細
菌
が
誤
っ
て
気
道
に
入
り
誤

嚥
性
肺
炎
（
※
）
を
引
き
お
こ
し

た
り
、
糖
尿
病
の
悪
化
や
心
筋
梗

塞
、
脳
梗
塞
に
も
な
り
や
す
い
な

ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
、
ス
ト
レ
ス
や
偏
食

で
栄
養
摂
取
が
不
足
し
抵
抗
力
が

低
下
し
た
と
こ
ろ
に
、
歯
磨
き
が

疎
か
に
な
り
、
歯
垢
が
た
ま
る
と

発
症
し
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

健
康
で
快
適
な
生
活
を
営
む
た

め
に
は
何
と
い
っ
て
も
充
実
し
た

食
生
活
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
、
最
低
20
本
の
歯
を
残

す
こ
と
が
必
要
で
す
。
20
本
あ
れ

休日や夜間に利用できる病院のご案内

○和歌山市夜間休日応急診療センター　℡ 073-425-8181　住所：和歌山市吹上５丁目 2-15（和歌山市中保健所内）

○和歌山県救急医療情報センター
　365 日 24 時間対応。近くの医療機関の案内があります。

℡ 073-426-1199
http://www.wakayama.qq-net.jp/

夜
間
診
療

診療科目 診療時間

★毎日診療

★年末年始
　12/29 ～ 1/3

内科 平日 午後８時～翌午前０時
土曜・休日・年末年始 午後７時～翌午前６時

小児科 平日 午後８時～翌午前６時
土曜・休日・年末年始 午後７時～翌午前６時

耳鼻咽喉科
平日 午後８時～翌午前０時

土曜・休日・年末年始 午後７時～翌午前０時
※年末年始のみ午前６時まで

休
日

診
療

診療科目 診療時間 ★日・祝

★年末年始
　12/29 ～ 1/3

内科・小児科 午前 10 時～正午・午後１時～午後５時

耳鼻咽喉科 午後１時～午後５時

※診察を受ける場合は事前に電話でご確認ください

休
日

診
療

診療科目 診療時間 ★日・祝

★年末年始
　12/29 ～ 1/3

内科・外科・小児科 午前 9 時～正午・午後１時～午後 4 時 30 分

○那賀休日急患診療所　℡ 77-6410　住所：紀の川市東大井 350

第
一
歩
は
、
原
因
と
な
る
歯
垢
を
取

り
除
く
こ
と
で
す
の
で
、
歯
間
ブ
ラ

シ
や
糸
よ
う
じ
な
ど
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

（
※
）
誤
嚥
（
ご
え
ん
）
と
は
、
食

べ
物
や
異
物
を
気
管
内
に
飲
み
込
ん

で
し
ま
う
こ
と
。
ま
た
異
物
を
消
化

管
内
に
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
。

子
育
て
の
悩
み
等
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

○
相
談
場
所
・
相
談
時
間

・
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小
児
成
育

　

医
療
支
援
室

　

℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
０
８
０
８

・
平
日
（
月
～
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

・
公
立
那
賀
病
院

　

午
後
２
時
～
４
時

　
（
毎
週
木
曜
日
）

○
相
談
担
当
者

小
児
科
医
師
、
臨
床
心
理
士
、
社
会

福
祉
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

○
利
用
方
法

　

ま
ず
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小

児
科
成
育
医
療
支
援
室
へ
電
話
で
相

談
し
て
い
た
だ
き
、
相
談
内
容
で
面

談
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
予
約
日
を
決

め
て
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
相

談
は
無
料
で
す
。）

ば
ほ
と
ん
ど
の
食
べ
物
を
お
い
し

く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
健
康
の

維
持
は
も
ち
ろ
ん
生
き
る
楽
し
み

も
増
え
て
い
き
ま
す
。
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暮らしの

情  報
岩出市役所……………………………  62-2141（代）

（岩出市教育委員会）

総合保健福祉センター……⋯………61-2400
地域子育て支援センターいわで……62-3362
地域子育て支援センターあいあい…61-2983
クリーンセンター…………62-0814
市民総合体育館……………62-0370
民俗資料館…………………63-1499

岩出図書館…………………62-7222
岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

主　な　機　関　の　連　絡　先

　

岩
出
市
文
化
協
会

　
　
　

に
よ
る
作
品
展
示

   

子
育
て

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
等
を
実
施
し
ま
す
。

み
ん
な　

あ
つ
ま
れ

            　

い
わ
で
っ
子
！  

実施日 対         象 あそび 定員

7 月 8 日（月）

7 月 19 日（金）

２歳児

（平成 22 年 4 月 2 日～平成 23 年４月１日生）

水 遊 び

雨天の場合：サーキット
15 組

7 月 16 日（火）

7 月 26 日（金）

１歳児

（平成 23 年 4 月 2 日～平成 24 年４月１日生）

水 遊 び 

雨天の場合：サーキット
10 組

7 月 23 日（火）

7 月 30 日（火）

0 歳児

（平成 24 年 4 月 2 日生～）

水 遊 び 

雨天の場合：手作りおもちゃ
10 組

○
場
所

  

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
時
間

  

午
前
10
時
30
分
～
11
時 

30
分

○
受
付
期
間

　

6
月
19
日
（
水
）
～
6
月
28
日
（
金
）

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

電
話
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

実
施
日
の
前
日
ま
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
‐
２
９
８
３

「
手
作
り
お
や
つ
の
実
習
」 

　

気
持
ち
に
ゆ
と
り
を
持
て
ば
、
子

育
て
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
た
め
に
手
づ
く
り
お

や
つ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

〇
日
時

　

6
月
26
日
（
水
）
午
前
10
時
～
正
午

〇
場
所　

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〇
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

〇
定
員　

16
組

○
一
時
保
育
あ
り

＊
希
望
の
方
は
６
月
３
日
（
月
）
～

6
月
21
日
（
金
）
ま
で
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
‐
２
９
８
３

○
歴
史
講
座

　
「
岩
出
の
歴
史
に
つ
い
て
」

○
講
師　

　

県
・
岩
出
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　

長
谷　

正
弘　

氏

○
日
時　

６
月
15
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
３
階　

多
目

　
　
　
　

的
ホ
ー
ル

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
８
３
）

成
人
講
座 

岩
出
市
文
化
協
会
に
よ
る

作
品
展
示

岩
出
市
文
化
協
会
で
は
、
日
頃
の
ク

ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会

と
し
て
、
作
品
展
示
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、｢

岩
出
写
友
会｣

の
み

な
さ
ん
に
よ
る
展
示
で
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
館
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

○
ク
ラ
ブ
名　

岩
出
写
友
会

○
期
間　

６
月
19
日
（
水
）
～

　
　
　
　

６
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

   

生
涯
学
習

（
最
終
日
の
み
午
後
4
時
ま
で
の
展

示
と
な
り
ま
す
。）

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

1
階　

企
画
展
示
室

※
民
俗
資
料
館
の
入
館
時
間
は
、
午

後
4
時
30
分
ま
で
で
す
。

○
休
館
日　

毎
週
火
曜
日
と
祝
日
の

翌
日
。（
6
月
の
休
館
日
は
、
4
日
、

11
日
、
18
日
、
25
日
で
す
。）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
文
化
協
会
事
務
局

　
（
生
涯
学
習
課
内
）

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
８
５
）

震
災
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

岩
出
舞
踊
ま
つ
り

　
（
歌
と
踊
り
）

　

復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
ご
来
場
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

○
日
時　

６
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
か
ら

○
場
所　

岩
出
市
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　

小
ホ
ー
ル　

荊
本
63
︱
２

○
内
容　

新
舞
踊
・
古
典
舞
踊

　
　
　
　

歌
（
カ
ラ
オ
ケ
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

℡
62
‐
０
７
７
７　

米
谷

催
し

※
ど
ち
ら
か
良
い
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
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「
色
彩
で
語
ろ
う
～
自
分
ら
し

　
　

く
生
き
る
た
め
に
～
」　

　

講
座
を
開
催
し
ま
す

　

色
彩
心
理
学
で
、
自
分
自
身
を
み

つ
め
、
心
の
深
呼
吸
。
色
彩
と
仲
良

く
な
っ
て
、
自
分
ら
し
さ
を
育
て
ま

せ
ん
か
。

〇
講
師　

岸　

泉　

氏

　
　
　
　
（
色
彩
心
理
学
療
法
士
）

〇
日
時　

６
月
25
日
（
火
）

　

午
前
10
時
15
分
か
ら(

約
２
時
間)

○
場
所　

岩
出
図
書
館　

大
会
議
室

　
　
　
　

根
来
１
４
７
２
‐
１

〇
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

○
対
象　

岩
出
市
民
又
は
市
内
に
勤

　
　
　
　

務
さ
れ
て
い
る
方

○
一
時
保
育　

有　

満
１
歳
か
ら
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を

お
預
か
り
し
ま
す
。

︻
一
時
保
育
申
込
期
限
６
月
17
日
︼

○
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先　

①
氏
名
・
年
齢
②
住
所
③
電
話
番
号

④
一
時
保
育
希
望
の
方
は
、
お
子
さ

ん
の
年
齢
・
人
数
を
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〇
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
（
男
女
共
同
参
画
担
当
）

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
８
）

　
　

63
‐
５
２
２
９

e

︱m
ail   koushitsu@

city.iw
ade.lg.jp

上
田
徳
一
・
千
代
子
育
英
奨
学
会
事

務
局
で
交
付
し
ま
す
。

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

で
遊
ぼ
う
！

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア
リ
ー

ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開
放
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、
健
康
と
体
力
の
保

持
増
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時　

6
月
15
日(

土)

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

○
種
目　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

・
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き
が
必

要
で
す
。

・
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て
は
応

急
処
置
の
み
行
い
ま
す
が
、
そ
の
他

講　

座

　

今
回
の
講
座
は
、
岩
出
・
紀
の
川

地
域
の
古
代
寺
院
に
つ
い
て
、
白
鳳

時
代
に
お
け
る
古
代
寺
院
の
最
新
情

報
を
交
え
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

○
日
時

　

６
月
23
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
場
所

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館　

２
階
大
会

　

議
室　

根
来
２
３
０
６
‐
１

○
テ
ー
マ

　

岩
出
・
紀
の
川
の
古
代
寺
院

　

～
白
鳳
寺
院
の
最
新
情
報
～

○
講
師

　

紀
の
川
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

　

課
文
化
財
係
長　

立
岡　

和
人
氏

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館　

　

℡
63
‐
１
４
９
９

歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す

「
色
彩
で
語
ろ
う
～
自
分
ら
し

　
　

く
生
き
る
た
め
に
～
」　

　

講
座
を
開
催
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ

の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

・
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場
制

限
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
日
時　

６
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

○
場
所　

　

桜
台
地
区
公
民
館　

視
聴
覚
室　

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室　

市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
９
）

   
相　

談

消
費
生
活
相
談

    
行  

政  

相  

談

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、

行
政
の
仕
組
み
や
手
続
、
行
政
機
関

が
不
明
で
ど
こ
で
何
を
相
談
し
て
よ

い
か
分
か
ら
な
い
等
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。（
予
約
不
要
）

　

悪
質
訪
問
販
売
や
架
空
請
求
、
貸

金
業
者
か
ら
の
借
金
問
題
な
ど
の
消

費
者
問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

︻
岩
出
市
開
設
︼

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

①
６
月
11
日
（
火
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　

中
央
公
民
館
２
階
第
１
会
議
室

②
６
月
25
日
（
火
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　

市
役
所
２
階
第
４
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
４
）

︻
紀
の
川
市
開
設
︼

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

６
月
12
日
（
水
）・
26
日
（
水
）

教  

育  

相  

談

　

岩
出
市
内
の
小
中
学
生
や
そ
の
保

護
者
の
方
々
を
対
象
に
、
学
習
や
生

活
、
子
育
て
等
教
育
全
般
に
関
す
る

相
談
を
次
の
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

・  

岩
出
第
二
中
学
校

○
適
応
指
導
教
室
「
フ
レ
ン
ド
」

○
岩
出
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

○
問
い
合
わ
せ
先

　

ご
相
談
の
お
申
込
み
は
、
お
子
様

が
通
学
し
て
い
る
小
中
学
校
か
岩
出

市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
９
０
）

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

・  

山
崎
北
小
学
校

・  

上
岩
出
小
学
校

・  

岩
出
中
学
校

・  

岩
出
第
二
中
学
校

　

午
後
１
時
～
４
時

　

紀
の
川
市
役
所
南
別
館
２
階
相
談
室
小

○
問
い
合
わ
せ
先

　

紀
の
川
市
商
工
観
光
課

　

℡
77
‐
２
５
１
１

FAX
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公
益
財
団
法
人
上
田
徳
一
・

千
代
子
育
英
奨
学
会

第
26
期
奨
学
生
募
集

上
田
徳
一
・
千
代
子
育
英
奨
学
会
事

務
局
で
交
付
し
ま
す
。

○
募
集
期
間

　

６
月
３
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

○
対
象

　

岩
出
市
の
市
民
税
所
得
割
額
が
平

均
額
以
下
の
世
帯

○
提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
奨
学
生
志
願
者
の
在
学
す
る
学
校

の
推
薦
書

③
奨
学
生
志
願
者
の
家
族
の
平
成
25

年
度(

平
成
24
年
分)

課
税
証
明
書

④
奨
学
生
志
願
者
の
住
民
票
（
世
帯

全
員
の
も
の
）

※
願
書
は
、
岩
出
市
教
育
委
員
会
内

　

平
成
26
年
度
採
用

　

岩
出
市
職
員
採
用
試
験

　
　

を
実
施
し
ま
す
！

所
総
務
課
に
お
い
て
交
付
し
ま
す
。

　

試
験
案
内
お
よ
び
申
し
込
み
用
紙

は
、
岩
出
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
宛
名

（
返
送
先
）
を
記
載
し
た
返
信
用
封

筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　

返
信
用
封
筒
に
は
必
ず
90
円
切
手

を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
（
定
形
外
封
筒
を
同
封
す
る
場
合

は
必
要
な
額
の
切
手
を
貼
っ
て
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。）

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
人
事
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
３
０
）

○
募
集
区
分

　
　

一
般
事
務
職　
　
　
　
　

１
名

　
　
技
　
　
　
師　
　
　
　
　

２
名

　
　
社
会
福
祉
士　
　
　
　
　
　

  

１
名

　
　
保
　
健
　
師　
　
　
　
　

１
名

○
受
付
期
間

・
持
参

　

６
月
3
日（
月
）～
６
月
21
日（
金
）

　
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

・
郵
送

   

６
月
21
日
（
金
）
ま
で
の
消
印
有
効

○
試
験
日
・
場
所

・
一
次
試
験
（
筆
記
）

　

７
月
28
日
（
日
）

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
）   

・
二
次
試
験
（
適
正
試
験
（
筆
記
）・

　

作
文
・
面
接
）

　

試
験
日
お
よ
び
試
験
場
所
は
一
次

試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

○
受
験
資
格

・
一
般
事
務
職

　
　

大
学
卒
（
平
成
26
年
３
月
卒
業

　

見
込
み
含
む
）
の
方
で
昭
和
61
年

　

４
月
２
日
か
ら
平
成
4
年
４
月
１

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　
　

※
短
大
・
高
校
を
卒
業
又
は
、

　
　

平
成
26
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

　
　

方
の
採
用
試
験
は
、
平
成
25
年

　
　

９
月
に
実
施
し
ま
す
。

・
技
師
（
土
木
・
建
築
）

　
　

土
木
・
建
築
の
専
門
課
程
（
準

　

じ
る
課
程
を
含
む
）
を
修
了
し
た

　

方
ま
た
は
平
成
26
年
３
月
末
ま
で

　

に
修
了
見
込
み
の
方

　

ア　

大
学
卒
（
平
成
26
年
3
月
卒

　
　

業
見
込
み
含
む
）
の
方
で
昭
和

　
　

61
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
4
年

　
　

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

イ　

短
大
卒
（
平
成
26
年
3
月
卒

　
　

業
見
込
み
含
む
）
の
方
で
昭
和

　
　

63
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
6
年

　
　

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
社
会
福
祉
士

　
　

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る

　

方
ま
た
は
、
平
成
26
年
3
月
末
ま

　

で
に
取
得
見
込
み
の
方

　

な
お
、
学
歴
に
よ
る
年
齢
制
限
は

　

技
師
に
準
じ
ま
す
。

・
保
健
師

　
　

昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
方
で
、
保
健
師
の
資
格
を

　

有
す
る
方
ま
た
は
、
平
成
26
年
３

　

月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す

る
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
方
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。

○
試
験
案
内
の
交
付

　

６
月
3
日
（
月
）
か
ら
岩
出
市
役

   
募　

集

講
座
企
画
募
集

「
女
と
男
が
共
に
生
き
る
社
会
を
目
指
し
て
」

　

6
月
23
日
か
ら
6
月
29
日
ま
で
の

1
週
間
は「
男
女
共
同
参
画
週
間
」で
す
。

　

岩
出
市
で
は
、
性
別
に
関
わ
ら

ず
、
男
性
も
女
性
も
あ
ら
ゆ
る
人
が

生
活
し
や
す
い
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
男
女
共
同
参
画
が
よ
り
身
近

な
ア
イ
デ
ア
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
事
業
（
い
ず
れ
か
に
該
当
）

・
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
推
進

・
男
女
間
の
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶 

・
男
女
で
関
わ
る
子
育
て
、
介
護
、

地
域
活
動
、
家
庭
生
活

・
心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り

○
募
集
事
業
内
容

・
市
民
に
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
る

内
容
で
あ
る
も
の
。

・
営
利
を
目
的
と
し
た
企
画
で
な
い
も
の
。

・
岩
出
市
の
施
設
を
会
場
と
し
て
実

施
す
る
も
の
。

・
他
の
団
体
か
ら
重
複
し
助
成
を
受

け
る
事
業
で
な
い
も
の
。

○
対
象　
　
　
　
　

市
内
の
団
体
等

○
募
集
数　
　
　
　
　
　
　

1
事
業

○
募
集
期
間

　

6
月
3
日（
月
）～
7
月
19
日（
金
）

○
事
業
実
施
時
期

　

平
成
26
年
2
月
末
日
ま
で　

○
事
業
経
費
支
援　
　

5
万
円
以
内

　
（
講
師
謝
礼
、
消
耗
品
費
等
）

　

現
物
支
給

○
要
項
配
布

　

市
長
公
室
ま
た
は
、
岩
出
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室（
男
女
共
同
参
画
担
当
）

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
８
）

○
提
出
方
法

　

奨
学
生
志
願
者
の
在
学
校
ま
た

は
、
卒
業
学
校
を
経
由
し
て
事
務
局

ま
で
送
付
し
て
下
さ
い
。

○
給
・
貸
与
金
額
お
よ
び
採
用
人
数

①
高
等
学
校　

月
額
１
万
５
千
円

　
　
　
　
　
　

若
干
名

②
大
学　

月
額
３
万
円

　
　
　
　
　
　

若
干
名

※
た
だ
し
、
奨
学
金
の
給
・
貸
与
を

受
け
た
奨
学
生
は
、
奨
学
金
の
半
額

を
償
還
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
選
考
方
法

　

第
１
次　

書
類
審
査

　

第
２
次　

筆
記
試
験

○
問
い
合
わ
せ
先

　

上
田
徳
一
・
千
代
子
育
英
奨
学
会

事
務
局　

教
育
総
務
課
学
校
教
育
係

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
７
６
）

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
事
業
を
企

画
、
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
を

募
集
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
独
創
的
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お
知
ら
せ

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
農
薬

防
除
補
助

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
（
ス
ク
ミ
リ
ン

ゴ
ガ
イ
）
に
よ
る
水
稲
へ
の
被
害
が

毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
抑
制
す
る
た
め
、
市
指
定

の
農
薬
を
購
入
す
る
方
に
対
し
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
経
済
課

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
３
４
）

岩
出
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
犯 

罪 

被 

害 

防 

止
」

　

犯
罪
に
よ
る
被
害
は
、
皆
様
方
の

日
ご
ろ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で

防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
も
の
も
多
く
あ

り
ま
す
。

次
の
点
に
注
意
し
て
、
犯
罪
の
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

○
空
き
巣
な
ど
︑
家
屋
に
侵
入
す
る

泥
棒
対
策

１
外
出
す
る
時
は
、
戸
締
り
を
忘
れ

ず
に
！

２
窓
や
ド
ア
に
補
助
錠
を
取
り
付
け

る
。

３
帰
省
な
ど
で
長
期
間
不
在
と
な
る

場
合
、
自
宅
に
現
金
を
置
か
ず
、
貯

金
通
帳
と
印
鑑
は
別
々
に
し
て
保
管

す
る
。

○
乗
り
物
盗
対
策

１
自
転
車
の
鍵
か
け
を
忘
れ
な
い
。 

２
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
は
、
ツ
ー

ロ
ッ
ク
に
す
る
。

３
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
す
る
。

４
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
つ
け
た
ま
ま
、

自
動
車
か
ら
離
れ
な
い
。

○
車
上
ね
ら
い
対
策

１
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
車
内
に
物

を
置
か
な
い
。

２
車
か
ら
離
れ
る
場
合
は
、
短
時
間

で
も
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
確
実
に
す
る
。

３
窓
を
開
け
た
ま
ま
に
し
な
い
。

○
ち
か
ん
や
子
ど
も
の
安
全
対
策

１
帰
宅
が
遅
く
な
る
時
は
、
家
の
人

に
迎
え
に
来
て
も
ら
う
。

２
夜
間
は
、
で
き
る
だ
け
明
る
い
道

路
を
通
る
。

３
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
を
携
帯
す
る
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
警
察
署     

　

℡
63
‐
０
１
１
０

   

大
会
結
果

2013 
ア
ジ
ア
グ
ラ
ン
プ
リ

　
　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

2013
年
度
全
関
西
春
季

      

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
大
会

○
日
時　

4
月
7
日
（
日
）

○
場
所　

南
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
　

陸
上
競
技
場

○
結
果

▽
男
子
の
部

1
位　

土
井　

友
幹

2
位　

川
嶋　

洋
平

▽
女
子
の
部

1
位　

大
嶋　

恵

2
位　

張
間　

舞
妃

※
岩
出
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
所
属

○
日
時　

3
月
17
日
（
日
）

○
場
所　

和
歌
山
県
立
体
育
館

○
結
果

※
団
体

▽
男
子
1
部

優
勝　

寺
田
信
一
・
友
渕
貴
俊

　
　
　

岩
西
俊
幸
・
平
野
晃
一

　
　
　

井
上
浩
伸
・
山
東
俊
介

　
　
　

山
東
祐
也
・
東　

篤
嗣

　
　
　
　
　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

▽
女
子
1
部

優
勝　

早　

香
代
・
今
井
智
栄
子

　
　
　

木
村
恵
里
・
茶
谷
由
紀
子

　
　
　

伊
藤
栄
美
・
加
藤
麻
紀

　
　
　

石
田
睦
子

　
　
　
　
　
　
（
キ
ラ
ラ
ク
ラ
ブ
）

▽
女
子
2
部

優
勝　

中
村
日
香
・
内
匠
穂
華

　
　
　

長
田
弥
侑
・
原　

綾
花

　
　
　

吉
村
た
か
ね
・
木
村
朱
里

（
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

※
岩
出
市
体
育
協
会
及
び
岩
出
市
ス

　

ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

第
45
回　

和
歌
山
県
会
長
杯
争

奪　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

第
23
回　

紀
南
青
少
年

　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

3
月
24
日
（
日
）

○
場
所　

新
宮
市
立
王
子
小
学
校

　
　
　
　

新
宮
市
立
蓬
莱
小
学
校

○
結
果　

▽
中
学
生
男
子
の
部　

　

＊
ダ
ブ
ル
ス

優
勝　

関
野
太
賀
・
宮
本
翔
央

　

＊
シ
ン
グ
ル
ス

3
位　

関
野
太
賀

▽
中
学
生
女
子
の
部

　

＊
ダ
ブ
ル
ス

準
優
勝　

内
匠
穂
華
・
原　

綾
花

※
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ

　

少
年
団
所
属

○
出
場
者　

古
川　

高
晴

○
日
時

3
月
9
日
（
土
）
～
15
日
（
金
）

○
場
所　

タ
イ　

バ
ン
コ
ク

○
結
果　

▽
男
子
個
人
の
部

　

金
メ
ダ
ル

▽
男
女
混
合
の
部

　

金
メ
ダ
ル

▽
男
子
団
体
の
部

　

銀
メ
ダ
ル

※
岩
出
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
所
属
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緑花センターからのお知らせ
【イベント】 あじさい祭り

【展示会】 開催時間は　9 ： 00 ～ 17 ： 00 （最終日は 16 ： 30 まで）        

【ワクワク教室】  ただいま参加者募集中！！お気軽にお電話ください。

【問い合わせ先】和歌山県植物公園緑花センター

〔住　　所〕649-6211　和歌山県岩出市東坂本672　〔電　　話〕62-4029　〔Ｆ Ａ Ｘ〕63-2570
〔ＨＰ〕http://www.w-botanicalgarden.jp　　〔E-mail〕center@w-botanicalgarden.jp

✿あじさい園開園

✿アジサイの剪定と殖やし方教室

✿あじさい通り

【６月の休園日】

４日（火）、11 日（火）、18 日（火）、25 日（火）

6 月 1 日～ 2 日　　　　／初夏の山草展　　　　／※一部即売あり

6 月 8 日～ 9 日　　　　／野生ラン展　　　　　／※一部即売あり

6 月 29 日～ 30 日　　　／野生ラン展　　　　　／※一部即売あり

6 月 15 日～ 16 日　　　／古典植物展　　　　　／※一部即売あり　　

期間：6 月 1 日～（なくなり次第終了します。）

ミセスクミコ、ホワイトダイアモンドなど、6 品種 1200 ポットを先着順に。

6 月 9 日　　　　／緑花木の殖やし方教室　　　　　／開催時間　13:30 ～ 16:00

6 月 16 日　　      ／父の日の手作りイス　　　　／開催時間　13:30 ～ 16:00

                                                                                      ※材料費　1000 円必要

根来公園墓地

○バス停留所がすぐそこにあります

使 用 者 募 集 中！  

岩出市巡回バス「根来公園墓地前」バス停が便利
１日あたり８本のバスで、公園墓地の目の前までご案内します。

○問い合わせ先　岩出市役所　都市計画課　℡ 62-2141（内線 223）

「巡回バスで便利」

期間：6 月 1 日～ 30 日

3000㎡の広さを誇るあじさい園には、ブルースカイ、ウズアジサイ、隅田の花火など約 50 品種

1000 株のあじさいを稙栽しています。まもなく見頃を迎えるあじさいを是非お楽しみください。

期間：6 月 1 日～ 30 日

あじさい園へといざなう中央広場より東展示室までのメインストリートを、様々な品種

のあじさいで飾ります。

あじさいの特徴や種類、年間の管理方法や殖やし方を学び、剪定体験をしていただきます。

ただいまお電話にて申込み受付中です。どちらか都合の良い日をお選びください。

開催日：6 月 23 日（日）、30 日（日）

時間：13:30 ～ 16:00

講師：グリーンアドバイザー　尾上　重幸　氏

定員：32 名

✿紀州ふるさとの店で、500 円以上お買い上げの皆様にあじさいのポット苗をプレゼント

▲見ごろを迎えるあじさい園
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思
い
ま
す
。
ハ
ー
ナ
が
歩
け
る
よ
う

に
と
毎
日
い
の
り
続
け
た
み
き
。
動

く
前
足
だ
け
で
、
一
生
け
ん
命
歩
こ

う
と
す
る
ハ
ー
ナ
。
見
守
り
続
け
る

家
族
。
私
は
、
み
ん
な
の
姿
に
、
言

葉
で
は
、
言
い
あ
ら
わ
せ
な
い
く
ら

い
感
動
し
ま
し
た
。
だ
れ
も
が
、
な

や
み
、
苦
し
み
な
が
ら
、
そ
れ
で
も

に
げ
ず
に
生
き
て
い
く
こ
と
は
、
な

ん
て
す
ば
ら
し
い
ん
だ
ろ
う
。
そ
れ

に
比
べ
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
、
わ
が

ま
ま
に
な
る
私
が
、
と
て
も
は
ず
か

し
く
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
ス
ケ
ボ
ー
で
遊
ん
で
い

る
子
ど
も
を
見
た
た
く
が
、
ハ
ー
ナ

を
ス
ケ
ボ
ー
に
乗
せ
た
ら
自
由
に
動

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
つ
い
た

場
面
で
、
私
は
、
い
い
ア
イ
デ
ア
だ

と
は
く
し
ゅ
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

け
れ
ど
、
う
ま
く
歩
け
ず
失
敗
。
そ

こ
で
、
み
き
が
、
ハ
ー
ナ
せ
ん
用
の

車
い
す
を
作
る
こ
と
に
決
め
ま
し

た
。
家
族
み
ん
な
が
協
力
し
あ
っ

　
「
あ
ぶ
な
い
、
ハ
ー
ナ
！
」

　

ハ
ー
ナ
が
み
き
を
か
ば
っ
て
、
車

の
前
に
と
び
出
し
た
時
、
私
は
、
心

の
中
で
さ
け
び
ま
し
た
。
ぶ
じ
で
い

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
と
は
う
ら
は

ら
に
、
血
に
そ
ま
っ
た
ハ
ー
ナ
の
体

毛
が
目
に
と
び
込
ん
だ
時
、
私
の
心

は
、
ふ
る
え
ま
し
た
。
自
分
の
こ
と

よ
り
、
み
き
の
こ
と
を
考
え
て
ハ
ー

ナ
は
、
行
動
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
気
づ

き
ま
し
た
。
ハ
ー
ナ
は
、
た
だ
み
き

を
助
け
た
い
一
心
で
身
代
わ
り
に

な
っ
た
の
で
す
。
ハ
ー
ナ
を
動
か
し

た
の
は
、
み
き
が
大
好
き
だ
と
い
う

気
持
ち
か
ら
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

る
で
ハ
ー
ナ
は
、
み
き
を
守
る
守
り

犬
み
た
い
に
思
い
ま
し
た
。

　

一
命
を
と
り
と
め
た
ハ
ー
ナ
で
す

が
、
そ
の
後
ろ
足
は
、
二
度
と
歩
く

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
ハ
ー
ナ
を
見
て
、
み
き
は
、
心

が
は
り
さ
け
そ
う
に
つ
ら
か
っ
た
と

3/8
回

あ
り
が
と
う
ハ
ー
ナ（

学
年
は
発
表
当
時
の
学
年
で
す
）

山
崎
北
小
学
校
５
年

て
、
車
い
す
を
作
る
様
子
に
、
家
族

の
絆
の
強
さ
と
ハ
ー
ナ
へ
の
あ
ふ
れ

る
愛
情
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
で

す
。
ハ
ー
ナ
も
家
族
の
一
員
な
の
で

す
。
車
い
す
は
、み
き
に
と
っ
て
も
、

ハ
ー
ナ
に
と
っ
て
も
希
望
の
光
だ
と

思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
完
成
し
た

車
い
す
に
乗
っ
て
走
り
回
る
ハ
ー
ナ

を
見
た
時
、
み
き
は
、
生
き
て
い
る

幸
せ
と
喜
び
を
ハ
ー
ナ
か
ら
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
物
語
を
通
し
て
、
一
番
大
切

な
こ
と
は
、
ぜ
つ
ぼ
う
の
底
に
落
と

さ
れ
て
も
、
そ
こ
か
ら
希
望
を
見
つ

け
出
し
、
か
べ
を
乗
り
こ
え
て
い
く

強
さ
が
人
間
に
は
あ
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
強
さ
を
育
て
て
い
く
も
の
は
、
た

だ
生
き
よ
う
と
す
る
命
の
き
ら
め
き

と
と
う
と
さ
を
感
じ
る
心
の
中
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
病
気
に
負
け
ず
に

生
き
て
い
こ
う
と
決
意
し
た
み
き

に
、
私
も
フ
ァ
イ
ト
を
送
り
続
け
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
ハ
ー
ナ
と
四
人

の
家
族
の
笑
顔
の
花
を
、
私
の
心
に

も
咲
か
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

小 

ー

学
中 

生 

の メ
ッ
セ

ジ

福
田
　
詩
歩

～
器
物
損
壊
罪
に
な
り
ま
す
～

ふ
く
だ　
　
　
　

し
ほ

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
を
開
設
！

　

い
じ
め
、
体
罰
、
登
校
拒
否
・
子

ど
も
の
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権

に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
問
題
に
つ
い

て
、
子
ど
も
人
権
委
員
が
電
話
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

○
日
時　

６
月
24
日
～
６
月
30
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
）

○
電
話
番
号

　

℡
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　
（
全
国
共
通
・
無
料
）

　

ま
ち
で
落
書
き
が
さ
れ
て
い
る
の

を
見
か
け
る
と
、
ま
ち
だ
け
で
な

く
、
私
た
ち
の
心
も
汚
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
、
と
て
も
気
分
が
悪
い
も
の

で
す
。
ま
し
て
、
そ
の
落
書
き
が
自

分
の
悪
口
で
、
た
く
さ
ん
の
人
の
目

に
見
え
る
場
所
に
書
か
れ
て
い
た

ら
、
ど
ん
な
気
持
ち
が
す
る
で
し
ょ

う
か
。

　

大
阪
府
と
和
歌
山
県
と
の
府
県
境

周
辺
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
、
平

成
14
年
か
ら
連
続
し
て
、
差
別
落
書

～
器
物
損
壊
罪
に
な
り
ま
す
～

落
書
き
は
犯
罪
で
す

き
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
現
在
岩
出

市
で
は
、
関
係
各
市
町
、
大
阪
府
及

び
和
歌
山
県
振
興
局
、
警
察
な
ど
と

連
携
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
一
人

ひ
と
り
の
か
け
が
え
の
な
い
人
権
を

守
り
た
い
と
い
う
市
民
の
願
い
の
も

と
、
人
権
啓
発
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

落
書
き
は
犯
罪
で
す
。
人
の
心
を

傷
つ
け
る
落
書
き
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

も
し
そ
の
よ
う
な
落
書
き
を
見
つ

け
た
時
は
、
福
祉
課
人
権
啓
発
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

福
祉
課
人
権
啓
発
係

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
２
１
）

▲発表する福田詩歩さん
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図書館 へ

岩出図書館

行 こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

６月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りることができます。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターに
お返しください。

印は休館日です。

日 土金木水火月 日 土金木水火月
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

日　時　　　6 月７日（金）

おはなし会★ 6 月の

国語の教科書にのっている本を読もう！

　岩出図書館では、小・中学校の教科書展示会に合わせ

て、岩出市内の小・中学校で使用している国語の教科書

にのっている木の特別展示を行いますので、どうぞご利

用ください。展示期間は次のとおりです。

○期間　教科書展示会　６月 14 日（金）～６月 29 日（土）
　国語の教科書にのっている本の特別展示　　　

　６月１日（土）～９月４日（水）
○場所　岩出図書館　展示コーナー　（日本語吹き替え・日本語字幕入り）

図書館ＤＶＤ上映会 「子ども向け」

開場　午後 1 時 45 分

＊入場は無料です（先着 100 名）

●マダガスカル 2　（８９分）

日　時　　　６月２９日（土）

場　所　　　岩出図書館　大会議室
　国語の教科書にのっている本の特別展示　　　

ふ ら っ と シ ア タ ー

　第一回は、若年性アルツハイマー病に罹患した妻を支

える夫との絆を描いた「私の頭の中の消しゴム」を下記

のとおり上映します。ぜひご参加ください。

○図書館ボランティアによるおはなし会
★２日（日）・９日（日）…「おはなしドロップス」

　16 日（日）・23（日）…「おはなしのとびら」

　30 日（日）…「英語でおはなし会」

　午後 1 時 30 分から

　岩出図書館おはなし室

★ 8 日（土）…「おはなしのじかん」

　午後 2 時から

　総合保健福祉センター図書室おはなし室

○図書館スタッフによるおはなし会
　22 日（土）…「おはなしパレット」

　午後 3 時から

　岩出図書館おはなし室

場　所　　  岩出図書館　大会議室
午後 1 時 30 分から

＊入場は無料です（先着 100 名）

○問い合わせ先　
岩出市役所福祉課　℡ 62 ‐ ２１４１（内線 321）　　　

岩出図書館　　　　 ℡ 62 ‐ ７２２２

絵 本 の 読 み 聞 か せ 会
　　　　 親子で絵本を楽しみませんか！

　○日程　偶数月　　6 月 14 日（金）、8 月 9 日（金）

　　　　　　　　　　10 月 11 日（金）、12 月 13 日（金）

　　　　　　　　　　2 月 7 日（金）
　○場所　岩出図書館　　　　

　☆すくすく広場　　　　　　☆親子で遊ぼうぴよぴよ　

　（２歳～就学前の幼児）　　　　（０歳～１歳）　　　　

　午前 10 時 20 分～　　　　　  午前 11 時～　　　　　

　○問い合わせ先　子育て支援センター　

　　　　　　　　　℡ 61-2983

開演　午後 2 時

　セントラルパーク動物園であの大事件が起こってから

数年。ニューヨークの大スター、アレックス、マーティ、

グロリア、メルマンが動物園に戻る日がやってきた。ペ

ンギンズが操縦する飛行機に乗せられ大空に飛び立つ

が、すぐに燃料切れに。不時着した場所は、何と 4 頭

のふるさと、アフリカだった！！

　都会育ちの４頭が初めて知る大自然の厳しさ、友情、

愛、家族の絆。そして訪れた大ピンチ！彼らはこの危機

に立ち向かい、アフリカの仲間たちを救えるのか！？

　笑いと勇気に溢れた大冒険が、今始まる！
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市の人口と世帯（平成 25 年 4 月末現在）
総人口 : 53,331 人（男 : 25,800 人　女 : 27,531 人）
世帯数 : 21,290 世帯　　

　今月は記念すべき第１回！これから紀の国わかやま国体の情報をお知らせしていきます。
　

国民体育大会のシンボルマーク（炬
火マーク）です。
　昭和２１年の第１回大会終了後に
制定されて、第２回大会から使われ
ています。

　平成２７年に開催される紀の国わかやま
国体・大会。
　この大会のロゴやキャラクターを使った
商品には、そうへぃちゃんを無料で使用で
きます。
　そうへぃちゃんで岩出市のお土産づくり
しませんか？使用には、申請が必要です。
　詳しくは、岩出市ウェブサイト「そうへぃ
ちゃんコーナー」をご覧ください。

きいちゃん
通信          　vol. １

県緑花センター
きいちゃん花壇マスコット

キャラクター

きいちゃん

紀の国わかやま国体・大会岩出市実行委員会事務局

「国体って
　なんだろう？」

国体って？？
　正式には「国民体育大会」といって、日本で一番大きなスポーツの祭典です。
日本中からおおぜいの人たちが集まってたくさんの市町村でいろいろなスポーツ
をします。毎年それぞれの都道府県で順番に開かれていて、２０１５年（平成
２７年）は和歌山県で開かれます。
　また、一流選手が出場する競技のほかにも、子供から大人まで、誰でも気軽に
参加できる「デモンストレーションとしてのスポーツ行事」も県内で開催されま
す。

国体って？？
参加できる「デモンストレーションとしてのスポーツ行事」も県内で開催されま
す。国体って

いつから

始まったの？

　第１回は、昭和２１年（１９４６）年
に兵庫県をふくむ京阪神地方で開かれま
した。和歌山県ではその後、昭和４６年
（１９７１）年に開かれたので、今度の平
成２７年（２０１５）年の大会は４４年ぶ
りの開催となります。

国民体育大会のシンボルマーク（炬
火マーク）です。
　昭和２１年の第１回大会終了後に
制定されて、第２回大会から使われ

　また、一流選手が出場する競技のほかにも、子供から大人まで、誰でも気軽に
参加できる「デモンストレーションとしてのスポーツ行事」も県内で開催されま

この

マークって

　　　　なに？？

　○問い合わせ先　市長公室国体準備室　℡ 62-2141（内線 386）

そうへぃちゃんでお土産づくり。

〇問い合わせ先　市長公室
　　　　　　　市民ふれあい係（内線１１８）


